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1.はじめに

1-1.発音指導について

「発音が上手になりたいJ rより日本語らしい発音を身に付けたい」という学習者は

少なくない。しかし「どうすれば発音が上手になるか」という問いに答えることは容易

ではない。

roo語らしさj といった言語の音声的特徴には，単音の正確さよりプロソディのほ
うがより大きく貢献すると言われる(大山・三浦1990，鈴木1992)。プロソディとは超分

節要素とも呼ばれ，アクセント，イントネーション，プロミネンス，音節，リズム，発

話速度，声の質など，単独で切り出すことのできない音声要素の総称である(城生・松崎

1995)。日本語のプロソディが習得できれば日本語らしい発音が身に付くと考えられる

が，様々な音声要素の複合体であるプロソディの習得・指導は容易ではない。一般的に，

自然で正しい日本語の発音のためには正しいアクセントの積み上げ指導が必要であると

考えられており，単音から単語へ，単語から句へという順序での発音指導が主流である。

例えば磯村(1996)は学習者が日本語の韻律を正しく産出できるようになるためには，

アクセントの弁別機能や高低アクセントなど，日本語のアクセントのしくみについて理

論的に身につけておく必要がある，と述べている。調査では rこれはなに? ( 

) ?ーええ， ( Jですj という埋め込み文で， 尾高型，頭高型，平板型の2拍単

語がどのように産出されるかを指導前後で比較し，指導の効果を報告している。磯村が

述べるように，発音指導に際し，学習者にアクセントや拍に関する基本的な知識を与え

ることは非常に重要である。しかし追究すべき点は，知識を与えても改善できない部分

や産出の困難さをどのように克服させるかであろう。加えて，この調査では2拍の名詞

に限定されているが，現実には拍数や品詞に関わらず様々な単語を発音せねばならない。

「無限に存在する新しい文を正しい韻律の形で産出できるようになるためJ (磯村199

6 : 3)には，動詞や形容詞の活用形にいたるまで個々のアクセントをそれぞれ記憶しな

ければならない，ということになる。しかも，単語のアクセントの正しさは，適切な韻

律の産出と必ずしも等しくない。アクセント指導における学習者の負担軽減を考えるな

らば，指導項目の体系化，簡略化，およびその指導効果の検証が必要となろう。

戸田 (2001)は 9人の学習者(母語やタイ語(3名)，中国語(2名)， ドイツ語，ロ

シア語，広東語，オランダ語(各1名))を対象に，アクセント指導がアクセントの聞き

取りに与える影響を調査している。主な指導内容はアクセントの聞き取り，アクセント

表示を見ながらの発音練習，アクセント表示の記入などである。テストはO型 1型，

2型 3型のアクセント型を持つ4拍語40語のアクセントを聞き取り，アクセント核を

記入するものである。半期のコースの8週目とコース終了時に行われた2度のテスト結
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果から，指導前後でアクセントの知覚に変

化が見られた，としている。

特殊拍にアクセント核を付与する誤りが

指導前後で21.1%から0.6%に減少したこ

とを挙げ， 戸田は，アクセント聞き取り

練習の成果があったと述べている。しかし，

特殊拍を含む漢語の単語のテスト結果は向

上しているが，直音で構成された和語の単

語のテスト結果は，指導前より成績が低下

している(表 1-1参照)。アクセント核

を付与するという作業が，知覚に基づいて

なされたのか，与えられた音韻知識に基づ

いてなされたのか，この調査では検討され

ていないため，テスト結果の変化が実際の

表1-1.アクセント指導前後のテスト結果

(単位:%) 

指導前 指導後

0型 60.0 77.8 

音直 1型 73.3 62.2 

. 2型 68.9 55.6 
不口
3型言苦 35.6 28.9 

平均 59.4 56.1 

特
O型 40.0 57.8 

殊拍
1型 71. 1 82.2 

2型 62.2 82.2 . 
漢 3型 35.6 57.8 
雪日霊日

平均 52.2 70.0 

(数値は正答率，戸田2001より抜粋)

聞き取り能力の向上を反映しているかどうか疑問である。

また調査語には0型(平板型)から 3型(中高2型)までの4拍語を10語ずつ使用し

ているが，との型も正確な聞き取り，産出が求められるのであろうか。 4拍名詞の70%

は平板型で，頭高型は10%弱しかない(田中・窪菌i999) という指摘を踏まえるならば，

それぞれの型を同等に指導することの意義に関しても，再考の余地があろう。戸田の調

査には 4拍の単語のアクセントを正しく聞き取り正しく産出できるよう指導する，と

いう発想が読み取れるが，適切な産出が最終目的であるなら r4拍名詞は平板型が多く

頭高型は例外的Jという前提で指導内容を考えることも可能であるう。

磯村や戸田の行った調査は，適切な日本語の発音のためには，発音に関する知識と，

単語単位での聞き取りや産出の正確さが重要である，という見解に基づいている。しか

し，文は複数の語により構成され，語のアクセントは文中での位置や機能，前後の単語

によって変化するものであるため，単語単位でのアクセント指導には限界があると考え

ねばならない。すでに水谷 (1987)は次のような問題を提起をしている。

プロソディーの現象を，単音，音節，音節連続，アクセントという進展方向からで

はなく，言語使用の機能から出発し，談話は話しことばの文，アクセント，更には

音節へと逆行するのは無理な試みであろうか。

(水谷1987: 36) 

指導のためにプロソディを視覚的に表現しようという試みは多くの研究者によって行

われている(酒入1993，和田1998，中川2001，鹿島2002他) 0 このうち W1日10分の発

音練習.!I (河野他2004)は，ピッチ曲線から次頁図 1のようなプロソディグラフを作成

し，音の長短，アクセント，イントネーションをわかりやすく視覚的に示すことに成功
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品毒血:: %以
図1.プロソディグラフ

た先駆的な発音教材である。串田他 (1995)は教材の基本的な方針について以下のよう

に述べている。

指導の順番は大から小へを基本とし，自然な日本語において重要な働きを担うあい

づち，終助詞，イントネーションなどの習得のために，場面・機能を重視した談話

を教材として選び，その中でプロソディーを系統立てて教えるという方針をとるの

である。

(串田他1995: 40-41) 

音声理解のための視覚的な補助として位置づけられており，学習者にとって非常に分か

りやすい教材である。その半面 r教師がこれを使うことはできても作ることはかなり

むずかしいJ (和田1998: 77) という指摘もある。また，練習しながら学習者にルール

を把握させなければならないため，教師側の十分な教材理解と発音知識が必要であると

考えられる。

VT法もまた「大から小へjの発音指導を提唱している。木村(1998)はVT法に基

づく発音指導の原理として，①全体構造の中で音声聴取を優先する，②リズム，イント

・ネーションの指導を優先する，③音声的緊張性を重視する，④単音指導に際しでも言葉

の意味，プロソディ，状況・場面を考慮する，⑤自然に無意識的に学習できるよう指導

する，などを挙げている。大から小への指導，プロソディの重視という方向性は同じで

あるが， VT法の特徴はリズムを体の動きで体得させるというユニークな学習方法であ

る。手の動きで文全体のリズムを把握し，それをベースに発話する，あるいは体全体の

緊張と弛緩で単音をコントローノレするなど，様々な練習方法が提案されている。発音指

導方法でありながらそれ以上に音声聴取を優先している点もVT法の大きな特徴である。

VT法は，発音に先立つ音声聴取を重視する発音指導法であるが，では聞き取り能力

の高い学習者は発音も良いといえるのだろうか。このような観点から小河原(1996: 199 

7)は，学習者の発音と聞き取りの能力の関係を調査している。小河原(1996)は，韓国

人学習者を対象に「ざーじゃ，ぞーじよ，つーちゅ」の発音について，同定 (2つのモ

デル音が同じかどうか判断する能力)，再認(モデル音が何を発音しているのか認識す

る能力)，モデルー自己同定(モデル音とそれを模倣した自分の発音が同じかどうか判

断する能力)，自己再認(自分の発音した音が意図したとおりの音声として実現されて
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いるかどうかを認識する能力)を調査し，各学習者の発音能力と比較した。小河原(199

7)では同様の調査をアクセント，イントネーション，プロミネンスについても行ってい

る。それらの結果から，妥当な判断基準をもっ学習者ほど聞き取り・発音の成績がよく，

自分自身の発音を聞き取れる(つまりモニター力が高い)学習者は発音能力が高い，と

結論付けている。この結果は，発音能力と聞き取り能力は完全に対応するものではない

ことと，発音能力の向上には妥当な判断基準と自分の発音を判断するモニター能力が重

要であることを示している。さらに小河原 (2002)ではモニター能力向上のための教室

活動案が示されている。学習者の側から観察し，発音におけるモニター力の重要性を指

摘した興味深い研究であるが，単音・単語単位での発音改善がプロソディの上でどのよ

うに反映されるのか，学習者にとっての妥当な判断基準とは何かといった様々な疑問も

浮かぶ。

1-2.発音学習方法

以上のようにさまざまな発音指導方法があるが，学習者はどのように発音を習得して

いるのであろうか。この点について竹内 (2003)は興味深い調査結果を報告している。

竹内は，日本人の英語学習成功者18人のインタビューデータと， 69冊の外国語学習体験

記に記された169人のデ}タを基に，学習成功者の学習方法を調査・分析している。その

結果，英語に限らず目標言語の発音を習得した人たちは，初級レベルではモデ、ル音の模

倣，中級以降ではリピートやシャドーイング練習を行っていたと報告している。シャド

ーイングとは「聞こえてくるスピーチに対しでほぼ同時に，あるいは一定の聞をおいて

そのスピーチと同じ発話を口頭で再生する行為J (玉井2005: 34) と定義される。竹内

が学習者から得た具体的なコメントには ra)モデル音声を繰り返し聞き， b)音や韻律

をまねながら繰り返し発話し， c) 自らの声を録音してモデルと比較し， d)違いを見

つけて矯正するというものj が多かったという(竹内2003: 154)。シャドーイングをし

ても発音が上達しなかった人は調査対象に上がらないため，この報告から直ちに“シャ

ドーイングをすれば発音が習得できる"と考えるのは早計であるが r自分・の声をモデ

ル音と比較するj という方法には，小河原の指摘するモニター力との関連が rモデル

音声を繰り返し聞くJという点で音声聴取優先のVT法との接点が伺え興味深い。

安西他(1994)によるとShadowingは， 1950年代にCherryやBroadbentによって行われ

た，注意の機能を明らかにするための実験方法であった。 Shadowingは「追唱Jと訳され

ている。実験は両耳分離聴と呼ばれるもので r左右の耳に同時に異なる情報を与える

方法で，追唱とはどちらかの耳に入った情報を選択的に追唱する方法j とされる(安西

他1994: 37-38)。左右の耳に異なる情報を与えても，注意力によって摂取する情報を選

択できることが，この実験によって確認された。聞く，話すを同時に行う追唱，つまり
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シャドーイングは，同時通訳の基礎訓練として広く採用されるようになった。

近年，シャドーイングは通訳訓練としてだけでなく，外国語学習方法として一般化し

つつある。特に英語聴解力向上への影響が検証されており (2章参照)，すでに中学や

高校の英語教育現場でもシャドーイングが取り入れられている。その目的は様々である

が，主に流暢さや正確さ，聴解力の向上を目指したベア活動や，音読のバリエーション

の1っとして用いられており，中嶋 (2000)，渡辺(1994)， W英語教育~ 2003年9月

号 (Vo1.52， No. 6，大修館書庖)にはその具体的な実践例が紹介されている。また rテ

キストshadowingJ (パラレルリーディングとシャドーイングの2段階からなる)で指導

されたクラスとそうでないクラスでは，英語の発音の正確さや流暢さに大きな違いが生

じるという指摘もある(斉藤2003: 137)。佐藤・中村(1998)が大学1年生を対象に行

つだシャドーイング実験は，パラレノレリーディングとシャドーイングを取り入れた通年

の英語授業の聴解力向上効果を検証したもので、あったが，事後アンケートのデータから

は，聴解力に効果があると考える学習者と同程度に，発音に効果があると考える学習者

が多いことが読み取れる(表1-2参照)。

シャドーイングは単語ではなく文や談話単位での練習が基本であり，プロソディの把

握に適した練習方法であると考えられる。上に挙げたシャドーイング指導はすべて英語

学習者を対象としたものであるが，日本語学習者を対象としたシャドーイングでも発音

への効果は期待できるのだろうか。このような疑問から本研究は，日本語学習者におけ

るシャドーイングと発音の関わりに注目することとした。シャドーイングが発音学習に

有効なのか，またその理由についてはいまだ未解明な点が多い。しかしシャドーイング

のメカニズムは明らかでなくともその影響を観察することは可能である。学習成功者や

シャドーイング体験者が述べるように，シ

ャドーイングで発音が向上することが明ら

かになれば，発音習得を望む学習者に適切

な指導，練習方法を呈示することができる。

シャドーイングによる発音改善は可能なの

か，可能であるならどのような条件下で起

こるのか，そして教師のどのような支援が

求められるのか。本論は発音指導方法の1

っとしてシャドーイングの可能性に注目し，

発音に与える具体的な影響を調査すること

を目的とするものである。
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表1-2.アンケート結果 (N=88)

‘ 

発音が 授のこ
がイこ きー
身ンの 取の‘
にト授 り授‘

身業 つネ業 」業:
には き lは ので‘
Jコ ， まシ ， 力は:
き英 すョ英 ヵ=
ま語 ン語 -伸英‘
すの -の び語‘
正 リ正 まの
し ズし す‘「‘し、 ムい 聞‘

‘ 
上位群 3. 79 4.33 4.04 

中位群 4.05 4.1 4.21 

下位群 3.86 3.91 3.86 ‘ 

(5段階評定，佐藤・中村1998より抜粋)



2.シャドーイングについて

2-1.シャドーイング概観

近年では「シャドーイングJという呼称が定着しつつあるが， " fol1ow-up" " reprod 

uction"などと呼ばれることもある。シャドーイングはリピート練習の一種であるが，

リピートとの最大の違いは口頭再生のタイミングである。モデル音を聞き終えてから再

生を始めるリピートと異なり，シャドーイングはモデ、ル音を聞きながら即座に聞いたま

まを口頭再生する。聞く，話すを同時に行うことから，同時通訳の訓練法として広く活

用されている。例えばクインズランド大学の通訳コ}スのカリキュラムを紹介したチェ

ンパレイン (1988)は，聴解力を高める手段の 1っとしてシャドーイングに言及し，次

のように説明している。

他人が話している時に同時に2'""'3秒遅れで，小さな声でその人の話し方を追いか

けて話していくわけであり，出来るだけ話者の話し方，発音，間のとり方まで，ま

ねる方法である。記憶力を強めていくのにも，この反復練習はよい訓練だと思う。

(中略)ネイティブ・スビーカーの口真似をすることによって，母国語と異なった

外国語のイントネーション，フレージング，話し方の滑らかさ，話の進め方，声の

使い方の技術を体得することになる

(チェンパレイン1988: 168) 

この記述から，聴解力，記憶力，発音能力の向上が見込まれていることが読み取れる。

しかし一方で，同時通訳訓練としてのシャドーイング効果に疑問を呈する意見もある。

通訳は入力した意味情報を別言語に変換するという作業を必須とするが，シャドーイン

グはそのプロセスを伴わず，入力情報をそのまま口頭で反復するだけである。その点か

ら染谷(1996: 36-38)は，シャドーイングは反射(聞こえたものをそのまま声に出す)

や，記憶(開こえた内容をそのまま一時的に保存)の訓練にはなっても通訳の訓練には

ならない，と指摘した上で，シャドーイングの本来的な効果はリスニングの基礎となる

『プロソディーセンス』の養成・強化や英語を英語らしく話すという意味でのスピーキ

ングカの向上にあると論じている。

『言語~ 1997年8月号の特集「通訳の科学Jでは，鳥飼玖美子，三浦信孝らによって

シャドーイングの語学教育への応用が提案され，次第に外国語学習方法の1っとしての

可能性が一般にも注目されるようになった。しかし日英通訳訓練に用いられていたこと

もあり，英語学習への応用はこれより早い時期に既に試みられている。八島 (1988)， 

玉井 (1992)はそれぞれの実験結果に基づき，シャドーイングの聴解力向上への効果を

検証している。以後，大学での英語教育(柳原1995，佐藤・中村1998，坂本2000他)， 

通訳分野(滝津1998)，高校の英語教育(竹村2001)など，様々な現場からシャドーイ
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ングの聴解力への効果が調査・報告されている。聴解力向上のみを目指しているわけで

はないが，既に述べたように中等英語教育の現場でも，様々な効果とバリエーションを

伴うシャドーイングは，授業活動の 1っとして広く取り入れられつつある。

シャドーイングの効果については，聴解力だけでなくスピーキング能力や発音につい

ても指摘されている。例えば比較的早い時期にActon(1984)は，シャドーイング(原文

ではtracking)能力の向上が，化石化した英語学習者のリズムやストレスパタンに改善

をもたらすと指摘している。しかし，発音能力向上への効果については英語教育分野に

おいてもさほど検証されていない。その原因として岡田 (2002)は，聴解力の重要性，

発音評価方法の困難さ，発話音声軽視の傾向などを指摘している。なお岡田 (2002)は，

シャドーイングの発音への効果を調査した希少な先行研究でもある。

日本語教育におけるシャドーイング研究は未だ多くはないが，迫田・松見 (2004; 200 

5)によって，作動記憶容量の増加(リーディングスパンテスト値の向上)や日本語運用

能力向上への影響が指摘されており，シャドーイングと総合的な言語能力との関わりが

検証されつつある。日本語学習者の発音への影響を扱った山本他(1998)は，音読練習

にモデル音のリピートやシャドーイングを取り入れることで，発音改善を試みた先駆的

な実践報告である。より実証的に発音への効果を検証したものには荻原 (2005)がある

(詳細は後述)。

このように近年，外国語学習へのシャドーイングの効果が注目されているが，他の学

習方法と同様，シャドーイングも「やりさえすれば効果があるj という学習方法ではな

い。 rシャドーイングj という呼称は広まったが，その練習材料や方法についてはあま

り知られていないようである。

一例として『シャドーイング日本語を話そう 初~中級編~ (2006，くろしお出版)

を挙げる。これは数少ないシャドーイング日本語教材であり，次に示すような2'""'6往

復程度の短い会話で構成される。

A:どこかかゆいところはありませんか?

B:あ，大丈夫です。

( Wシャドーイング日本語を話そう 初~中級編~ p.96) 

A:大人はいいよね。

B:え? どうして?

A:嫌いなものを食べなくていいから。

B:あ~，そうだね。自由だよね。

( Wシャドーイング日本語を話そう 初~中級編~ p.62) 

話題が変わりやすい雑談場面に慣れるようにと，様々な場面の会話がランダムに並べら

れている。しかし，会話の交わされる場面や文脈に関する情報はテキストにも記載され

ていないため，状況や場面理解が疎かになる恐れがある。また人物設定は友人間，夫婦
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間，上司と部下，同僚間など幅広く設定されているが，テキストには誰と誰の会話かと

いうことも明記されていない。シャドーイングの基となる付属CDは，男女2名の声で

録音されているが，どの会話もほぼ同じ調子，同じスピードで読まれており，場面設定

も示されないまま，話者の声だけから人間関係を判断することは非常に困難である。

「自習もできるJと謡われているが，何に注意してシャドーイングすべきかという点は

明示されていないため，学習者任せの自習でどのような力が身に付くのかという疑問が

生じる。

シャドーイングの練習方法に関する記述は次のように非常に簡素なものである。

① テキストを見て意味の確認をします。

② はじめはテキストを見て文字を追いながら， CDから出る音声をシャドーイン

グします。

③ 慣れてきたら，文字を見ないでシャドーイングをしましょう。

( Wシャドーイング日本語を話そう 初~中級編~ p.9) 

続けて「サイレント・シャドーイング，マンプリング，プロソディ・シャドーイング，

コンテンツ・シャドーイングjなどの練習方法が記述されているが，何をどの段階で行

うかといった指示はない。

シャドーイングの発音への効果については，次のように記述されている。

シャドーイングはモデルの音声と同じように声に出して言う作業です。これを繰り

、返すことで知らないうちにイントネーションが上手になります。(中略)そして最

後には，意識しなくても日本語のイントネーションが自分のものになります。

( Wシャドーイング日本語を話そう 初~中級編~ p.6) 

テキストでは長音を「ーJと r........Jで表記し分けるなど，イントネーションへの配慮が

読み取れる。しかし，様々なイントネーションを2つの記号で表記し分けることには無

理がある。例えば「あのーj と「ねー，ねー，あのさ........Jの「ーJの部分が担う韻律は

異なるはずだが，同じ記号で表記される点には違和感を覚える。テキストでは「ー」は

長く伸ばした音を r"'Jは疑い，不満，驚きの気持ちなどを表す，と記述されている

ことから，韻律の差を示すための記号ではないと考えられるが rへー，いいな"'-'Jは

なぜ「へ~，いいな"'-'J と表記されないのか，という素朴な疑問も解消されない。実際，

fわ~，おいしそう (p.34)Jと「わー，きれいな海 (p.36)Jの差を聞き比べてみた

が， CDの音声から両者の差を把握することは難しいと思われる。また r"'Jにどの

ような感情が込められているのかは明示されていない。話者の意図や感情などをも表す

イントネーションが，モデノレ音の反復だけで、習得できるとは考えがたい。

では効果的なシャドーイングにするために留意すべき点は何か。次節では，発音向上

を目的とするシャドーイング方法を考えるために，一般的なシャドーイングの方法と手

順について概観する。
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2-2.シャドーイングの方法

シャドーイングにはさまざまなバリエーションがあるが，大きく「コンテンツシャド

ーイングj と「プロソディシャドーイングjの2つに分けることができる。染谷(199

6 : 42)によればコンテンツシャドーイングは，内容を理解しながら行うシャドーイング，

プロソディシャドーイングは，原文のリズムに乗って，開こえたとおりに忠実に「音J

を再現するシャドーイングと定義づけられる。つまり内容中心か，発音中心か，という

違いである。

シャドーイング導入時の標準的な指導手順として瀧津(1998)は，プロソディシャド

ーイングを十分に行い， 60~70%の精度で出来るようになった段階でコンテンツシャド

ーイングに移行すべき，としている。具体的には以下のような手順をあげている。

<プロソディシャドーイング>

① スクリプトを見ながらモデル音を通して聞く。

② モデル音を聞きながらスクリプトを音読。

③短いフレ}ズごとにポーズを入れたテ}プを使い，スクリプトを見ずに逐次リ

ピート。

④ スクリプトを見ずにプロソディシャドーイング

⑤ テープを聞きながらスクリプトを見て，シャドーイングできなかった語句の確

吾刃......。

⑥ 教師による発音解説。(プロソディ分析)

⑦ スクリプトを見ずにプロソディシャドーイング。

③ プロソディシャドーイングを録音し，各自モデル音と比較課題。

↓ 

<コンテンツシャドーイング>

@ 内容をイメージしながらプロソディシャドーイングを2回程度。

⑮ 開始を遅らせるフレーズシャドーイングを2，3回行う。

⑪ フレーズごとにポーズを入れたテープで，聴き取った内容を訳出さぜる。

細かい段階に分かれており，無理なく何度もシャドーイング練習ができる内容である。

しかし訳出段階まで合む瀧津のコンテンツシャドーイングは，語学学習方法としては負

担が大きい。またシヤ‘ドーイング中心の授業であれば可能なスケジュ}ノレであるが，自

宅学習や教室活動のバリエーションの1つとしては，時間と手間がかかりすぎる。

次に，市販されている英語シャドーイング教材から練習手)1買を次頁表2-1に示す。
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手
)1慎

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

@ 

表2-1.シャドーイング練習手11慣例

教材A: W決定版英語シャド}イング』 教材B: Wはじめてのシャド}イング』

(2004，コスモピア) (2003，学研)

モデノレ音を聞いて，内容を大まかに理解。 テープと一緒に音読。

-・・・・句......----ー------ーー..__......ー・ー・司・ーーー・・・・・・・・・ーー・・ーー-ー・ーー・・ー---ーー，・・ーーー・・・・・・ーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・---ー・ーー・・・・・ー・ーーー・......-司------

スクリプトなし スクリプトあり

モデノレ音を開きながらつぶやく。 シャドーイングして録音。 (意味は意識し

(マンプリング) なくてよい。)
ー・・ー・・・・・・・・・ー・・・・・ーーー-..-----------ーーーーーーー・ーー・....------------噌開司・-----------・・ーー-------_.・--ー・・・・・ーーーー・ー----・ 4・ーー・ーー-------ー.ー--ー-ーーーー

スクリプトなし スクリプトなし

モデノレ音を聞きながら音読し，内容理解。 手順②で出来なかったところを確認し，プ

(シンクロリーディング) ロソディ分析。
ー・---司・ーーーーーー-ーー・..-..-..ーーー・ーー--_..--------..・・.-ーー・・・ー・・・ー・・--・ーー-----

スクリプトあり スクリプトあり

音声を忠実に模倣，再現する。 シャドーイング。 (意味を意識。)

(プロソディシャドーイング)
ー・・・.・ー・・・・・・・・ー・・・・司・・---・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--

スクリプトなし スクリプトなし

手!頃③の方法で，発音しにくいところ，意 モデソレ音なしでテキストを音読し録音。

味理解が不十分なところを反復。
..-----ーー・・・・ー・・......_-ー・・・ーーー・ーーーーー・・・・ー，帽・ーー------------_..ーーー・ー---・・・・・・ーーー・・・・・'・帽・ー-ー---ー---_.._--ーーーーー・------帽司明暗・・-ーー.ー・・・・・・・ー句

スクリプトあり スクリプトあり

内容に焦点をあてる。 テープの分析と練習。

(コンテンツシャドーイング)
--ーー・・・ 4・ーーー------ー・・・司・ー・ーー・ーーーーー・・・ーー・・・・・.ーーーーー・ー・ーーー------ーー--

スクリプトなし

教材Aは本文の中でシャドーイングの作業を次のように記述している。

「;意味を理解する段階Jにできるだけ注意を向けることなく，ひたすらワーキング

メモリ内の音韻ループにとり込んだ英語音声のリハーサルに終始するものです。

( W決定版英語シャドーイング~ p.44) 
しかし手順においては「内容理解Jに関する言及が多く，最終的には後続文や内容の展

開を考えながらシャドーイングすることが期待されている。手)1慎①②でスクリプトなし

での内容理解を求めている点では，聴解力の向上も目指しているものと思われる。一方，

プロソディ分析やシャドーイングの録音・分析といった手順を含む教材Bは，比較的，

発音中心のシャドーイングであると考えられる。スクリプトなしですぐにモデル音を与

えられる教材Aに比べると，心理的負担は軽減されており，シャドーイング初心者でも

気軽に始められる内容と言えよう。

使用スクリプトについても様々な見解が示されている。箱崎 (2001)は未知語5%以

下の350""400語程度からなるスクリプトで，読み上げ形式よりモノローグ形式のものを

勧めている。また，複数の教材にあたるより 1つの教材を完全にマスターするほうが効
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果的であるとしている。教材Rでは未知語は2.5"'-'5%以下，スピードは初中級では100

"-' 140wpm，中上級では140"-'180wpmとしている。教材に含まれるスクリプトは全てニュー

スや説明文である。教材Aは初期段階で、は110"-' 130wpm，中級レベルで130--150wpmとし，

ニュースや説明文だけでなく，対話，実際のインタビュー，フリートークなど様々なも

のが扱われている。

扱う題材は様々だが，共通していることは実際の学力よりやや低いレベル(i-1)の

スクリプトを使用するという点である。十分な;意味理解を伴わないシャドーイングは単

なるオウム返しに留まってしまい，効果が期待できないためである。また，一文が長い，

未知語が多い，内容が抽象的であるなど，難易度の高いスクリプトではシャドーイング

自体が困難となる。スクリプトの難易度に付随する問題として「シャドーイングでスク

リプトを呈示すべきか否かJということが議論されるが，これは学習者のレディネスや

学習目的によって選択するべき項目であろうと考えられる。聞いただけでは理解しにく

い，文が長い，あるいは学習者が困難さを感じ抵抗を示すようであれば，スクリプトは

あらかじめ呈示すべきであろう。母語訳先渡しという選択もありうる。また発音に注意

を向けさせたいのであれば，内容理解済みのスクリプトを使用するほうが負担が軽減で

き，発音に注意を向けやすい。

しかし，シ々ドーイング時にスクリプトを呈示したことでシャドーイング時の誤りが

増えたという箱崎 (2001)の報告もある。箱崎の実験では，連続5回のシャドーイング

試行のうち 4回目のみスクリプトを呈示した。 4回目のシャドーイング再現率(シャ

ドーイングで再現できていた単語数の総単語数に占める割合)は91%と最も高かったが，

イントネーションやリズムが崩れがちで，原稿なしで再現できていたところが再現でき

ていない部分もあったと報告している。この結果から箱崎は，文字情報に頼ることによ

って音声情報が軽視されたこと，また情報処理における負荷が増した可能性を指摘し，

原稿呈示とシャドワイングは切り離して行うべきであるという見解を示している(箱崎2

001 : 44)。スクリプト呈示時の発音の「崩れjがどのようなものであったか，具体的な

記述がないため検討できないが，文字と音を両方同時に処理しなければならないため処

理負担が増え，シャドーイングの質が低下したということは卜分考えられる己しかし箱

崎の調査においては，スクリプト呈示そのものが問題だったので、はなく，呈示のタイミ

ング、が問題だった可能'性も考えられる。つまり 3回のシャドーイングで音の模倣産出

に慣れかけたところで，突然スクリプトを示され，それまでとは異なる処理が求められ

たために，即座に対応しきれなかったので、はないだ、ろうか。シャドーイングに入る前に

しっかりスクリプトに目を通し，単語の意味や内容を把握しておけば，スクリプトを呈

示しても音への注意を持続させることができたのではないかとも考えられる。

以上のように，シャドーイングの手順や方法は厳密に定石化されているわけではないの

シャドーイングの方法は，学習者のレディネスや指導目的に応じて取捨選択されるべき
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である。本研究の目的は，シャドーイングの発音への影響を観察することである。その

ため，指導としてのシャドーイングとは異なる手順が必要であると考えた。まず段階的

手順は全て除外し，最初からシャドーイングのみを行うこととした。シャドーイング以

外の要素が結果に影響することを避けるためである。また，初めてシャドーイングをす

る学習者にとっては，スクリプトがあったほうが心理的負担は軽減できるだろうと思わ

れたが，文字が音にず渉し，音の知覚や模倣の正確さを阻害する可能性があるため，今

凶の調査では内容理解の確認後は，音読時を除いてスクリプト呈示は行わないことにし

た。その代わりに，スクリプトは一読で理解できる程度のレベルとし，負担の少ないも

のを選んだ。その他の主な留意点は以下の通りである。

プロソディシャドーイングを基本とする。

・ スクリプトを呈示し，理解確認、の後でシャドーイングを行う。

シャド}イングの影響を明確にするため，それ以外の活動(リピート練習，デ

ィクテーション，パラレルリーディング，プロソディ分析など)は行わない。

2-3.シャドーインゲと発音

日本人の英語学習において，シャドーイングの様々な効果を挙げる門田・玉井 (200

4 : 43-45)は，シャドーイング訓練は発話音声をありのままに正確にインプットするこ

とで，音声知覚そのものを鍛えることができ，音声知識のデータベースを作ることがで

きるとしている。 鳥飼 (2003)も同様に次のように述べている。

そもそもシャドーイングは，耳で聞いた音をそっくりそのまま芦に出してくり返す

ことが基本ですから，実際には発音の練習をしていることにもなります。

(鳥飼2003: 17) 

また門田・玉井はリピート練習との違いについて次のように述べている。

リピティションの場合は，文などの音声を聞いた後， リピティションのためにポー

ズ (pause:無芦の間)を置きます。そのため，せっかく取り込んだ英語らしい音声

を音韻ループ内で、短時間保持するだけでも，既存の長期記憶内にある発音に関する

知識が悪影響してしまい r日本人英語Jの発音に変化してしまうのです。

(門田・玉井2004: 44) 

確かに，目標言語音を集中的に聞くことで，音声や韻律の特徴に関する知識・情報が

噌え，知覚力も向上するように思われる。しかし「聞こえたままを発音するJというの

は誰にでもすぐできることなのだろうか。発音能力は聴解力，発音模倣能力，モニター

カなど，様々な能力の関与が指摘されているが，それらの能力とシャドーイングの関わ

りはまだ明確になっていないn

シャドーイングの発音への影響はどのように現われるのか。シャドーイングによる発
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音の改善が向然発話時において観察できれば最も理想的であるが，長期にわたる継続的

な練習が必要であり，調査が困難であると考えられる。そこで本研究では短期間のシャ

ドーイング練習において，課題文シャドーイング時と課題文音読時の発音がそれぞれど

のように実現され変化するかを観察することとした。

ここでシャドーイングと音読の情報処理システムの違いについて考察する。シャドー

イングが音声情報処理を基本とするのに対し，音読は視覚情報に基づいて処理される。

向.者の認知プロセスの違いについて宮迫 (2003)は以下のようにまとめている。

表2-2.シャドーイングと音読の認知プロセス(宮迫2003:25より，一部改)

シャドーイング 音読

インプット 音声 文字

感覚記憶 聴覚記憶 視覚記憶

音韻ノレープへの選別、 音韻ループへの選別、
処 処

音韻処理の管理 理 形態処理の管理 理

動作 意味処理の管理 を 意味処理の管理 を
平 平

記 中央実行系 統語処理の管理 行管 統語処理の管理 行

憶 音韻処理の管理
管

で 理 理

の 産出の管理 産出の管理
処

. 
理 入力処理と産出 入力処理と産出
ーー・・・ーーー・・・・・ー・・---ーー・・，・ー・・・ ー-----------ー--..--ーーー・・・・・・・・・・--_..ー------------ー.._--------ー・-----・・・・・・・・・・・・・・ーーー・・・・ーー・-------"

音韻ループ(PL) 
文字情報の音韻符号化

音韻情報の保持 音韻情報の保持

上記のように，シャドーイングでは直接音韻処理が行われるのに対し，音読はまず形

態処理が行なわれる。また文字情報の音韻符号化は音読時のみのプロセスである。宮迫

が両者の特徴を記述したものによると，シャドーイングは比較的歪みの少ない音韻情報

に基づいて再生を試みる点，音読は視覚情報を音韻符号化する必要があり，音読者が符

号化した音韻情報を基に産出する点がそれぞれの特徴であるとされる(宮迫2003: 23-2 

5)。つまりシャド}イングは知覚した音をそのまま模倣して即時産出するのに対し，音

読は知覚した文字を一度音に変換しそれを産出するという，異なるプロセスを経る。こ

れをプロソディシャドーイングと比較し，簡単にモデル化する。

文字一一目ー→| 文字認識ー(意味理解・変換1レール)→リハーサノレト→発音一→伊

図2-1.音読時の処理モデル

図2-1は音読時の処理を示している。音読時に発音に問題が生じる主な原因としては，
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文字を音に変換する際の変換ノレールが不適切で、ある場合と，発音が不適切である場合が

考えられる。また自分の発音が意図したものと違うと感じられれば読み直しが生じるが，

そうでなければ(モニターできなければ)不適切な発音は外からのフィードパックがな

ければ改善されないままとなる。

音声一一#ー→| 音認識一一(意味理解・音韻分析)ー→リハーサノレト→発音ー→?

も既存の「変換ル~Jレ」の書き換え

図2由 2.理想的なシャドーイング時の処理モデル

理想的なシャドーイングの場合を凶2-2に示す。知覚された音は音の特徴や意味に基

づいて分析され，産出すべき音が準備される(リハーサル)。その音を発するために必

要な動きが調音器官に指示され，音が発せられる(発音)。このとき自分の発音が，知

覚した音や意図した音と一致すると判断できれば，理想的なプロソディシャドーイング

が行われたと考えられる。またこのプロセスを継続的に反復することによって，それま

での学習者独自の変換ルールに修正が加えられることも考えられる。

音声一一耳一→| 音認識一(先取り・作文・変換ルール)→リハーサノレ ト→発音ー→?

も 「変換がーノレJの書き換えが起こらない

図2-3.問題のあるシャドーイング時の処理モデル

図2-3は問題のあるシャドーイングを想定している。最初の問題点は，適切な音認

識ができない，全く聞き取れないという点である。次に，音に基づかず，暗記したスク

リプトや，推測によって先取り・作文したものを口頭産出するというケースもありうる。

特に開き取りの負担が大きい場合に起こりやすいと考えられる。この場合，聞こえた音

を模倣するというプロソディシャドーイングのプロセスを経ておらず，学習者独自の変

換ル}ルに基づいて産出されるため，練習効果は期待できない。

文字一一目ー→Ia.文字と音の照合(変動レール修正の可能性) 発音一一+伊

音声一一耳ー→Ib.音声遮断・文字優先

図2-4.スクリプト呈示シャドーイング時の処理モデル

比較のためスクリプト呈示ありのシャドーイングの場合を簡略化して図2-4に示した。

この方法はパラレルリーディングとも呼ばれ，英語の授業などで一般的に行われる方法

でもあるの倉本 (2004)は初級英語学習者を対象とした実験から，テキスト呈示のシャ

ドーイングが音韻符号化型処理ノレートを活性化させ，聴解力を向上させると述べている。
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音からの意味理解にかかる負担を文字で補助するということであるが，これは初級学習

者の聴解力を対象とした実験である。既にある程度日本語に慣れた学習者の発音に関し

て考えるならば，彼らは既に文字を音に変換する独自のノレーノレを持っており，そのルー

ルは適切なものも不適切なものもある。図2-4のaの場合のようにうまく文字と音が照

合できれば，既存の変換ルーノレに修正が加えられる可能性もあるが，処理負担の増加を

避けるために bのように音声情報が遮断されることも考えられる。その場合は単なる

音読と同じで，モデノレ音の効果や影響は失われるこどになる。

宮迫は言及していないが，音が連続的に呈示されるシャドーイングに対し，紙面の文

字を音声化する音読は，単語・句・文単位で先読みを行い，ある程度まとまった意味処

理をした上で産出を行うことができると考えられる。母語での場合を考えると，文章を

音読している時，目は今読んでいる文字ではなく次の部分を見ており，全体の意味や流

れを確認している。しかしシャドーイングのように未知の情報を音のみで与えられる場

合，今聞こえている部分より先は不明であり，想像するしかない。まとまった意味が得

られるまで待っていると，モデノレ音に遅れてしまい，シャドーイング自体が困難になる。

これは母語での場合であるが，目標言語においても同様の現象が起こるのではないかと

推察される。新崎 (2000)は現役通訳者の立場から次のように指摘している。

とっさに音声や構造が理解できないところはポーズが長くなるのでついていくのが

難しい。練習を積むと次第にレスポンスが速くなり，構造の解析の力がついてくる

ので遅れは少なくなる。

(新崎2000: 121) 

シャドーイングで一度に意味処理できる量は限定されており，音読時よりも少ないと

考えられる。文の意味や流れが把握できないまま，連続する音を即時的に再生するのは

処理負担が大きいため，シャドーイングの遅延や負担軽減のための後続文の予測が生じ

やすくなる。図2-3r問題のあるシャドーイングJで指摘したように，このような状態

でのシャドーイングはモデル音に注意が向けられず，効果が期待できない恐れがある。

しかし，新崎の指摘によれば，長期間シャドーイングを続ける，あるいは同じ課題を反

復練習することで，徐々に処理負担が軽減され，注意が発音に向けられるようになると

も考えられる。

これらを踏まえ，以下のような調査方法を採用することとした。まず音読時とシャド

ーイング時の発音を比較することで，シャドーイングが発音にどのような変化をもたら

すのかを調査する。次に，一定期間の練習後，シャドーイングの影響はモデル音なしで

どの程度維持されるかを，シャドーイング練習前後の課題文音読を比較することで確認

するのただ，先に述べたように音読とシャドーイングでは処理プロセスが異なるため，

音読でシャドーイングの影響を測ることの妥当性は問題となる。今回は課題文音読テス

16 



トを図2-5のように見なした。

文字一一目ー→ l文字認識ー(既存の変換ルール)→ リノ、ーサル

E今モデル音の記憶知識→ リハーサル
図2-5.課題文音読テストの処理モデル

発音ー→(変化無)

発音一一歩(変化有)

一定期間のシャドーイング練習後の課題文音読のモデル図である。まず文字情報が認

識される。練習前の音読時と|司じように文字から既存の変換ルールに基づ、いて発音され

た場合は，発音は練習前と変わらない。またシャド}イングが予測産出や暗記に依存し，

音への注意が不十分だった場合も，発音の修正には至らない。仮に，練習により-.e..修

正された発音が文字呈示によって歪められた場合，それはシャドーイング練留による影

響が不十分であったと判断される。一方，シャドーイング練習の結果，既存の変換ノレー

ルが修正された場合，またはそデノレ音の音戸要素が正しく思い出せ，それが再現できる

場合は，音読時もシャドーイング時と同じ発音で産出され，練習前後で発音に変化が見

られると考えられる。

この調査計画を習得の観点からも検討してみる。村野井 (2006: 9-16)が示す第二言

語習得プロセスを簡略化したものを図2-6に示す。

①インプット

↓ 

②気付き(気付かれたインプット)

、レ 気付いているが理解できない状態

③理解(理解されたインプット)

、レ 意味・機能理解，音韻的構造の理解

④内布化(インテイク)

↓ 中間言語に取り込まれ仮説構築・検証

⑤統合(中間言語知識)

、レ 長期記憶として貯蔵，産出の自動化

⑥アウトプット

図2-6.第二言語習得プロセス(村野井2006:10より，一部改)

付言しておくと，本来アウトプットはどの段階でも起こっている現象で、あるが，村野

井が忌終段階を「アウトプットj としているのはおそらく習得されたものとしてのアウ

トプットを意味するものと考えられる。

この段階的推移をシャドーイングによる発音習得に当てはめて考察してみる。まず

「インプット」はモデル音に相当する。プロソディシャドーイングでモデノレ音の音声要
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素に注意を向けることで，既存の変換ルーノレ，自分の発音との差に気付きが生じやすく

なる。さらにその違いが明示的に理解できれば「理解されたインプット」として「内在

化J'され，仮説構築・検証が可能となる。(本調査では観察対象を課題文音読時の発音

に限定しているため，他の文の音読時や自然発話時の仮説構築や仮説検証の有無は把握

できない。しかし，シャドーイングで得た気付きを自分の既有知識と照合・比較する，

モニターするという作業が行われれば，それを「発音習得における仮説検証」と捉える

ことは可能であるう。)内在化された適切な発音は，シャドーイングによる反復練習に

よって自動化が促進され，習得が進めば正しい発音方法が長期記憶に貯蔵される，と仮

定される。シャドーイングは習得プロセスを人工的に高速化し，短期間で習得させるこ

とを目指した訓練方法であると言えるかもしれない。その短期集中練習による定着度を

検証するために課題文の音読を課す，というのが今回の調査方法である。ただ，今回は

短期間の調査であり，自然発話における発音改善までは望めないため，課題文及びそれ

に関わる短文や単語の音読から，発音の修正とその定着度を検討することとする。
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3.調査1

3---1.調査方法

始めに，本研究の調査において留意した点について述べる。シャドーイングと発音の

関係を扱った先行研究(岡田2002，荻原2005)は，教室学習者を対象に3.......4ヶ月のシ

ャドーイング授業の効果を分析している。しかし，授業という形態では教師の指導が含

まれるため，シャドーイングの効果か指導の効果かが判別しにくい。これを踏まえ本調

査では，シャドーイングの影響を明確にするため，シャドーイング以外の学習活動(プ

ロソディ分析，パラレルリーディング，ディクテーションなども含む)，及び明示的な

発音指導や誤用訂正は行わないこととした。

調査1の概要について記述しておく。調査は4月7日から14日まで、行った。学期開始

直後のこの時期は，学習者にとっては比較的，時間に余裕のある時期であると考えられ

る。協力を依頼した3人の学習者は，全員日本語能力試験1級合格者で，日本滞在期間

は2年以下である。学習者の母語はそれぞれ異なり，中国語(以下学習者A)，タガロ

グ語(以下学習者B)，韓国語(以下学習者C)である。

課題文は，意味理解に支障がないように，日本語能力試験2級・ 3級の聴解問題から

1題ずつ選び，初日にスクリプトを見ながら平仮名で書き写し，内容を確認した。終助

詞や普通体疑問文の文末イントネーションの実現を観察するため，課題文には独話文で

はなく男女2人による会話文を使用した。今回の学習者は3人とも女性であるため，男

性特有の表現形式がないものを選んだ。(資料1参照)

各課題文の長さ，拍数，文節数，句数，語数を表3-1に示す。なお，今回はモデ、ル音

の息の切れ目を句の切れ目と見なし，それぞれの句末部分をイントネーションの分析対

象とした。!

シャドーイング練習期間は1週間，原則として毎日 10.......20分の自宅練習とし，発音に

注意してモデ、ノレ音を真似るように指示を与えた。プレ・ポストテストには練習課題文の

音読を課した。初日に行った意味確認のためのスクリプト筆写以降，音読時以外のスク

リプト呈示は行っていない。
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-bEP 
課題音読② |課題音読③

課題音読① シャ シャドーイング c1週間)

短文音読① 、、‘ |短文音読②

シャドーイング記録用紙

<練習前> <4日後> <7日後> l音源回収 j <14日後>

図3四 1.シャドーイング調査手順

調査手I1慣を図3-1に示す。初日はスクリプト筆写の後，モデル音なしで課題音読①を

録音した。続いて練習方法を説明し，モデ、ル音源とシャドーイング記録用紙を配布した。

記録用紙には自宅でのシャドーイング練習の際の気付きゃ感想を記入するよう指示した。

練習4日後のシャドーイング確認で発音の誤用や誤聴と思われる箇所を指摘したが，

シャドーイングの影響を妨げないよう r最初のセリフの中ほどの単語，アクセントに

気をつけてください」という大まかなFBに留め，リピート練習なども行わないように

した。 7日後に課題音読②，シャドーイング，短文音読①を録音した。この短文は，課

題文中の語句を使って作成したもので 1週間のシャドーイング練習による発音学習が，

課題文以外にも影響を与えるかを検証することを目的としている(資料2参照)。その

ため，短文の発音指導，モデノレ音呈示，シャドーイング練習などは行っていない。

練習7日後に音源と記録用紙を回収し，この時点で練習終了とした。遅延効果を見る

・ため，その 1週間後に再び課題文と，練習7日後に読んだものと同ーの短文を音読させ

録音した。なお，練習終了後に再度音読を行うことは学習者に伝えていない。なおシャ

ドーイング，音読録音などは全て個別に行った。

以上の録音データと記録用紙を分析対象とし 3回の課題音読とシャドーイングから

シャドーイングの影響を，短文音読から課題文以外への影響を， 14日後のデータから影

響の持続を，それぞれ検討する。

3-2.録音データの分析と考察

3-2-1.課題音読とシャドーイングについて

まず採取したデータについて学習者ごとに発音の誤用を数え，それらをアクセント，

イントネーション，拍，単音という項目ごとに分類した。なお，正誤判断はモデル音の

模倣の正確さという観点で本調査者が行った。
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【学習者Al

学習者Aの結果を表3-2に示す。 Aは，今回の学習者の中では最も誤用が少なかった。

本人に尋ねると「アクセントや文の切れ目を考えながら読んでいるJと述べていた。授

業中の音読時のみならず，普段の会話時も発音の誤用が少なく，日常的に発音を意識し

ている様子がうかがわれた。

表3-2.学習者Aの誤用数

(練習前) (4日後) (7日後) (14日後)

課題音読① シャト$ーインクや 課題音読② シャト寺ーインr 課題音読③

アクセント 5 2 2 

イントネーション 4 O O O O 

拍 4 2 O 

単音 4 O . 5 2 

Aロ、きロ+ 11 9 4 . 6 5 

【学習者B】

学習者Bの結果を表3-3に示す。シャドーイング練習を始める前にBは rアクセン

トをちゃんと覚えていないので自信がないJ r話すときもアクセントを考えてしまうの

ですらすら話せないJ r抑揚を暖昧にしてごまかしているJと自己分析していた。課題

音読①は自己分析の正しさを反映する内容であった。その反面，拍や単音の誤用が少な

いという特徴もある。一部 rたおれ泣いjなどの誤用は修正されなかったが，練習前
・後を比較するとピッチ幅が広がり，自然なプロソディが実現できていた。また3人の学

習者の中ではモデル音の模倣が最も上手く，声優の声のトーンや感情なども再現されて

いた。

表3-3.学習者Bの誤用数

(練習前) (4日後) (7日後) (14日後)

課題音読① シャドーインクや 課題音読② シャト守}インクキ 課題音読③

アクセント 17 5 4 2 6 

イントネーション 2 O O O O 

拍 4 O 3 O 

単音 O O O . O O . 
合計 20 9 4 . 5 6 . 

【学習者C】

学習者Cの結果を表3-4に示す。最初に「上手な発音とはどんな発音だと思うか」と
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尋ねてみたところ r自然な抑揚ですらすら話すことJと答えた。話すときは速度重視

で，発音はあまり気にしないとのことだった。そのせいか，普段の会話時にはアクセン

トリズムなどに誤用が多く見られる。しかし音読時は平素よりも適切なピッチ幅が実

現されていた。

なお，この学習者は練習期間中，自宅のカセットデッキが不調で，最初の数日間は適

切なシャドーイング練習が行われなかった。その影響もあり 1回目のシャドーイング

は不完全で，再生できないままモテツレ音を聞き流してしまった部分が22語，全語数の1

8%あった(時間単位では11.5%)。そのためCの1回目のシャドーイング誤用数の欄に

は，実際の誤用数の18%分を加算した数値をカッコ内に併記した。

表3-4.学習者Cの誤用数

(練習前) (4日後) (7日後) 04日後)

課題音読① ~tト矛ーインr 課題音読② ~t ト。ーインr 課題音読③

アクセント 14 1 (1. 18) 3 
. 
1 1 . 

イントネ】ション 3 1 (1. 18) 1 
. 
O 

拍 3 2 (2.36) 3 5 3 

単音 2 2 (2.36) 2 4 l 

合計 22 6 (7.08) 9 10 6 

以上の3人分の発音の誤用数を集計したものを表3-5に示す。

表3-5.学習者ABCの誤用数

(練習前) (4日後) (7日後) (14日後)

課題音読① シャト守】インク守 課題音読② シャトや』インター 課題音読③

アクセント 36 7. 18 9 4 9 

イントネーション 9 1. 18 O 

拍 5 10.36 5 8 4 

単音 3 6.36 2 9 3 

合計 53 25. 18 17 21 17 

課題音読①はモデル音を聞く前の音読であるため，誤用数は53箇所とかなり多いが，

練習に従い徐々に減少している。 7日後と14日後の誤用数は学習者によって多少の差はあ

ったものの，練習終了 1週間後も発音の適切さはほぼ保たれており，練習による効果は

維持されていると考えられる。

誤用の減り方に注目すると，その減り方は項目によって異なっており，音の高低に関
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わるアクセントとイントネーションは，誤用数が顕著に減少している。これに対し拍や

単音は，練習前の誤用数が少ないこともあるが，数値に大きな変化が見られない。こう

した傾向は今回の学習者全員に共通している。シャドーイングによる特殊拍や単音の改

善を報告した荻原 (2005) とは異なる結果となったが，荻原は実験文に rピンのなか
にピンを入れるjや「館内に家内がいる」のような，単音や特殊拍のミニマノレベアを含

む短文を使用しているため，音読時に注意が向けられやすかったことが推察される。ま

たアクセントに関して分析していないため，本調査との単純な比較検討はできない。

次にシャドーイング時にどのような産出がなされているかを見るために，シャドーイ

ング時と音読時の誤用数を比較して，図 3-2，3-3に示す。帯の色の濃い方がシャド

ーイング時のデータである。

図3-2より，音の高低に関する要素はいずれも 7日後の課題音読②や14日後の課題

音読③より 4日後や7日後のシャドーイング時のほうが誤用が少ない。 (4日後は課

題音読を課していない。 14日後はシャドーイングを行っていない。)つまりアクセント

やイントネーションは，音読時よりシャドーイング時のほうが適切な産出がなされてい

るということになる。一方，図3-3より，拍や単音に関しては，音読時よりシャドーイ

ング時の方が誤用が多く，シャドーイング時に拍や単音の正確さが損なわれやすいこと

が分かる。

40 
お ........~..................... ....・・・・・・・・・・・.............

iljjjjjjjjjjjjjj;jjjjjjjjjjjj 

5 

o 
話器官 4日後 7日後 14日後

図3-2.アクセント・イントネーション誤用数

12 

1:[J111fJJ》JJ71:
4卜・.二. 一~コ~
2 

o 
練習前 4日後 7日後 14日後

一←拍(音読時) ート単音(音続時)

...-拍(シャドーインゲ時) ー争圃単音(シャトLインゲ時)

図3-3.拍・単音誤用数

まず音の高低に関する要素から考察すると，おそらく，今回の学習者にとってアクセ

ントやイントネーションといった項目は，モデノレ音を聞くことで容易に修正できる要素

だったのではないかと考えられる。聞きながら発話するというシャドーイング練習にお

いて，音の高低は知覚・模倣しやすい要素であったことがわかる。

逆に拍・単音は，シャドーイング時の方が音読時より誤用数が増えていた。一方で岡
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田 (2002: 121， 125)は，英語学習のシャドーイングにおいては‘hada'の部分に「音

の連結」が，続く‘ぜから， guest'にかけて音圧の変化が見られたことをとりあげ，

「シャドウイングが少なくとも英語リズムの習得に有効であることを示しているj と述

べている。英語では音の連結や脱落は自然な英語リズムの構成要素であり，シャドーイ

ングによって余分な聞や音が短縮されたことで，より自然なリズムに近づいたものと考

えられる。

しかしながら日本語では，発話スピードが優先される場合，拍の十分な長さは犠牲に

されるのではなし、かと考えられる。音読時は読むスピードは自分でコントロールできる

が，シャドーイングはモデル音に遅れないようについていかなければならない。単音に

関しでも，意識すれば正しく産出できる音でも，モデル音とほぼ同じスピードが求めら

れるシャドーイング時は，受容・産出とも音の正確さに注意が向けにくかったのではな

いだろうか。モデ、ル音の拍や単音に十分な注意が向けられないままシャドーイング練習

を繰り返したため，拍や単音には顕著な改善が見られなかったと考えることができる。

課題音読についてもうひとつ興味深いのは， 14日後の音読終了時の学習者のコメント

である。調査7日後も14日後も，学習者はモデル音とほぼ閉じ韻律で音読をしていた。

これについて質問したところ学習者は全員 rモデノレ音をそのまま覚えているJ r文字

を見ても頭の.中で、モデ、ル音が聞こえるから，シャドーイングと閉じようにしたJなどと

述べていた。なお調査終了後，半年近く経った時点で課題音読をさせたところ，そこで

も発音レベルはほぼ維持されており rまだ(モデソレ音を)覚えているj と述べていた。

この発言から今回の学習者は，モデル音を韻律ごと丸暗記しており，それを練習終了後

も長期にわたって記憶していたことが分かる。ただ，シャドーイングだからそデ、ル音が

記憶されたのか，一般的なリピートやモデル音を繰り返し聞くだけでも可能なのかにつ

いては，今回の調査からは言及できない。

3-2-2.短文音読について

次に，短文音読のデータから，シャドーイングによる発音練習の影響を検証する。課

題文と重複する語句は以下の通りである。

窓の，友達と，落ち着いた感じ，本，貸してしまった，倒れないように，

壁に，くっつけて，本棚，どこに置く?

まず短文音読と課題文で重複する語句が，課題音読①とシャドーイングと短文音読①

でそれぞれ適切に産出されたかを見るために， o. Xの組み合わせ上可能な8つのパタ
ーンに分ける。それぞれのパターンに該当する事例数を述べ数で表3-6の合計欄に示す。

また，その事例数に占める誤用のタイプとその件数を誤用内容欄に示す。
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表3-6.正誤の現れ方

課題① O × × O × O × O 

シャドーイング 。 y 円。
(QP × × × × O 

、-可F一p、 d 

短文① × × O O O × × O 

ム計 ご'3< 6 1:l 4 O 2 13 

アクセント 2 6 11 
誤
イントネーション

用~内~ 
1 

拍 3 

単音 l 

課題音読①，シャドーイング，短文音読①の全てで正しく再生できていた (0・ 0-

0) 13件については，考察対象から除外した。その上で，シャドーイング時に正しく産

出されていたもの(網掛け部分)は全部で22件あり rおちついたJ rともだちにJな

どのアクセントに関わるものが多数を占めていた。また，短文音読時に適切に再生でき

ていたもの(中央囲み部分)は18件だが，このうちシャドーイング時に適切な再生が出

来なかった5件 (0-x晴 0，x -xー0)のうち4件は拍に関する誤用(rしまヱ

たJ rく二三つけてJなど)で、あった。 3-2-1で，シャドーイングでは音の高低は模

倣しやすいが拍の正確さは意識されにくい，という考察を示したが，この分析でも同様

の傾向が現れている。

課題音読①での誤用がシャドーイングと短文音読①で修正された13件 (xー0-0)

のうち， 11件はアクセントに関するもので、あった(rおもふいた→おもついたJ r品べ

・に→かkにjなど)。これらについて「シャドーイングによって正しいアクセントが模

倣され発音が修正されたj と考えることも可能である。しかし，最初の誤用が単なるケ

アレスミスや，指摘されればすぐ修正できる程度の軽微な誤用であった可能性もある。

また，短文音読時のみ誤っている例が3件あった(rくっつ乏てJ rほん乏なJ rかL
じJ)。したがってこの調査だけでは，シャドーイング練習による発音改善の効果やそ

の範囲を論じることはできない。

短文音読時に修正された発音が偶然によるものか，意識的なものかを確認するために，

学習者にフォローアップインタビューを行った。すると「シャドーイングをしていたと

き，自分の今までの発音が間違っていたことがわかったから，その単語は注意してい

るJ r課題文にあったな，と思ったところは課題文を思い出して同じように読んだj と

いうコメントが得られた。これらのコメントから，シャドーイングで発音が改善される

ためには r間違っていたことがわかったJという気付きや r思い出して同じように

読む」というモニター力を伴う必要があるということになる。第二言語習得の分野にお

いて気付きは「理解や言語知識の内在化など，他の認知プロセスを引き起こす上で重要
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な働きをするJと考えられている(村野井2004: 105)。発音においても，シャドーイン

グ時にどんなに適切に発音できていたとしても，気付きを伴わなければ内在化には至り

にくく，課題文以外の文では修正前の不適切な発音を繰り返してしまう可能性が高いと

考えられる。

3-3.学習者のコメント分析と考察

これまで挙げたもの以外での学習者のコメントや記録用紙の記述をまとめておく。ア

クセントが苦手な学習者Bは音の高低に関する記述が多かった。 3日目の記録用紙には

「自分のアクセントがモデ、ル音とどう違うか気付いたJと記している。また練習最終日

には「自分のシャドーイングを録音してモデル音と比較したかったJと述べている。自

己の発音を客観的に把握しようとする姿勢が見られ，シャドーイングによって発音に対

する気付きゃモニター能力が高められるのではないかと考えられる。 6日目には「話し

ているとき高低アクセントが付いているか確認するようになったj とも記述しており，

発音に対する意識が向上していることがわかる。

また，学習者Aは記録用紙に r(文中の)微妙な高さの変化に気付けるようになっ

たJ (6日目)と記述しており，細かい部分まで注意を向けていたことがわかる。シャ

ドーイング活動に関する感想として「緊張感があって集中するので，効率的に練習でき

ると思うJとも述べていた。

一方 rスピードが速くてついていけないJ rスピードや内容が気になって発音が聞

き取れない」など，方法上の困難さに関するマイナスコメントも 3人全員に見られた。

今回の学習者の場合，練習方法に慣れるまで3日前後かかった。

気付きゃモニターカに関する言及の多い学習者Bは「下がり目を聞き取るのが難し

いJ (4日目)など，聞き取りの困難さについても記述していた。最終日には「自分の

発音が少し日本語らしくなったと思うが，フィードパックがないと続けられないJと述

べていた。理由を尋ねると「自分の聞いた発音が正しいかどうか判断できないときがあ

るからJと答えた。聞こえた発音を模倣するシャドーイング練習においてはi聞き取り

能力が重要になる。箱崎 (2001)でも「シャドーイングには聴解力が必要j という調査

協力者のコメントが挙げられていた。プロソディシャドーイングは音に依存した練習方

法であるため，聞き取れない部分にはシャドーイングの効果は期待できない。このよう

な場合は，教師の適切なFBが必要不可欠になると考えられる。

学習者Cは最後までシャドーイングによる影響を実感できず，シャドーイングの効果

自体に懐疑的だったようだ。誤用の減少から言えば， Cの音読は練習によってかなり向

上しているのだが，本人にはその自覚がなく「以前の発音を覚えていないので自分の発

音が変わったかどうか分からないJと述べていた。このような場合，表面上は発音の向
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上が見られても本人に自覚や気付きがないため，モデル音の丸暗記に留まってしまい，

別の課題音読で、はまた誤った発音をする可能性が高い。これに関しても教師のFBが必

要である。

3-4.調査1のまとめ

調査1の結果から，シャドーイングの影響をメリットとデメリットでまとめておく。

メリットとしては，

1)音の高低に顕著な向上が見られたこと，

2)音の高低をかなり正確に長期にわたって記憶で、きたこと，

3)学習者によってはモニター力の活性化や発音意識の向上がみられたこと

などが挙げられる。デメリットとしては，

1)練習方法に慣れるのに時間がかかること，

2) シャドーイング時の拍や単音への注意力や正確さは低下する傾向があること，

3)不正確な発音のまま反復練習すると誤用が固定化する恐れがあること，

4)聞き取り能力に依存した練習方法であるため，学習者の聞き取りレベルによっ

ては効果が期待できない場合もあること，

などが挙げられる。

今回の学習者の場合，シャドーイングが発音に与える影響は，音の高低と拍や単音で

異なっていたが，いずれにせよ気付きを伴わなければ，発音の改善は期待できない。し

たがって，さまざまな局面で教師が適切なFBを行う必要がある。では，シャドーイン

グを発音指導につなげるには，どのようなFBが可能であるうか。

まず，シャドーイング練習へのFBを考えてみる。今回のデータ中，シャドーイング

時は正しく産出されたのに音読時に誤っていたものが6件あった(表3-6， rx-o-

XJの項参照)。これについては r学習者が正用誤用の差に気付かずオウム返しをし

ている状態であるJ rシャドーイング時に正しく産出していることに気付けなかった」

「音読時にあまり意識していなしリなどの理由が考えられる。こうした場合}教師がシ

ャドーイング時の正用を取り上げ，肯定的FBを与えたり，録音して音読時と比較させ，

正誤の違いに気付かせることで，発音の改善とその定着が図れるのではないかと考える。

次に，応用力のためのFBを考えてみる。今回の学習者は，シャドーイング練習でモ

デル音を繰り返し聞きながら韻律を模倣すことで発音を修正し，練習終了後も適切な発

音を保つことができた。しかし，適切な発音が課題文のみに限定されるのでは，発音が

改善されたとはいえない。例えば「本棚Jを無核で読んでいた学習者Cは，練習を経て

正しく「ほんだなJと発音できるようになったが，調査終了後に rWほんだな』ですか，

『ほんだな』ですかJと尋ねてきた。正しい産出には至ったが知識として定着しておら
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ず，その課題限りの模倣に留まっていた例である。この事例から，気付きゃモニターカ

の重要性とともに，実現できるようになったことを確認し，知識として定着させるため

のステップが必要であることが指摘できる (4-4参照)。メロディーのように記憶した

モデ〉レ音の韻律を句や単語に分け，ヤマ(句頭のピッチ上昇から次の立て直しに至るま

での音調のカタマリ(松崎2001: 238) )やアクセント，リズムを再確認する指導を行う

ことで，学習者の各音声要素への意識化を促し，定着・応用につなげることができるの

ではないかと考えられる。

今回の調査は調査期間1週間，学習者3人を対象とした小規模なケーススタディであ

る。調査期間や学習者によっては異なる結果が生じる可能性もあるため，得られた結果

を一般化しすぎることは慎むべきである。しかし，シャドーイングが学習者やその発音

に与える影響の概観は捉えられたと考える。
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4.調査2

4-1.調査内容と学習者データ

調査1の結果から，シャドーイングによる発音改善に，学習者の気付きが関与してい

るという示唆が得られた。調査2ではこれを踏まえ，学習者の気付きと発音改善の関わ

りを中心に，シャドーイングの影響について考察する。調査2はデータ量を増やすため

調査1とほぼ同じ手続きを3週間続け 1週2課題，計6課題(資料3参照)について

音読，シャドーイングを録音した。また，練習期間中のシャドーイング記録用紙と，週

2回の対面時(シャドーイング及び課題音読録音の後)のインタビューで得られたコメ

ントを，学習者の気付きとして扱う。なお， FBの方法と効果についても検証が必要で

あるが，学習者数，調査期間などを鑑み実行困難と考えられたため今回は扱わない。調

査日程を表4-1に示す。

表4-1.調査2の調査日程

課題1・2 課題3・4 課題5・6 その他

6.05.月 プレテスト・事前調査

6.12.月. 課題音読① 単語音読①週 k FB J 1 
6.15.木 シャドーイング

， 

課題音読② 課題音読①

週 6.19.月 シャドーイング
2 音読短文①

I( 
6.22.木 シャドーイング、~ FB  

課題音読② 蹴燈音読①

6.26.月 シャドーイング
適

音読短文①3 

6.29.木
課題音読③ シャドーイング

音読短文②

課題音読② 単語音読②

7.03.月
シャドーイング

」週 音読短文①
4 ポストテスト

7.06.木
課題音読③

音読短文②

7.10.火
週

課題音読③ 単語音読③5 7.13.木
音読短文②

29 



調査2では調査前に，聞き取り能力に関するプレテストを行った。内容は，日本語能

力試験1級聴解問題から 9間，無意味語の拍やアクセントを判断させるもの22問，プロ

ミネンスの異同を判断させるもの3聞からなる (資料4参照)。

また，調査1では練習終了 7日後に音読③を録音したが 7日後で、もモデ、ノレ音が記憶

されていたため，調査2ではさらに遅らせ練習終了10日後に録音した。短文音読課題も

調査1と同様の手続きで作成した(資料5参照)が，調査2はそれに加え，単語音読課

題も課した(資料6参照)。これは課題文に含まれる単語31語とダミ}語14語を音読す

る課題で，調査開始前，調査終了時，調査終了10日後の音読を録音した。シャドーイン

グによる発音への影響が単語単位でどのように現れるかを検証することを目的としてい

る。それぞれの一部抜粋を図4-1に示す。

-資料4より，プレテスト(一部)

問題1.ひとつの問題に2つの単語が読まれます。アクセントや拍の数が二っとも同じで

あればOを，違う場合は×を，解答欄に記入してください。まず，例を二つ聞いてくださ

し、。

1)ユサーユサ (0) 3) ピュギナルーピュギナル (x) 

・資料5より，短文音読課題(一部)

① 植の交はだ占lこ来てください。

② あの塾長くておいしいと判なので，こ接待ってみたいです0

・資料6より，単語音読課題(一部)

問題.下の単語を順番に，声に出して読んで下さい。

2.お濯が
おっと

5. 夫が

あに

1.兄が 4
H
H
4
H
N
-

V
恥一

q
u
a
u
-

ゆぴb

4.指輪が

図4-1.プレテスト，及び課題抜粋

もう 1つ，調査1と異なるのはシャドーイングチェック時のFBである。調査1では

明示的なFBや発音指導を控えたが，調査2では学習者の要求があった場合にシャドー

イング録音を聞かせたり，明示的な発音指導を行うなどした。そのためFBに関しては

十分な統制が取れていなし、。該当箇所に関しては必要に応じて言及する。なお，シャド

ーイング，音読録音などは全て個別に行った。

課題文は調査1同様，日本語能力試験2級 3級の聴解問題のスクリプトから，男女

2人による会話文で男女特有の表現形式がないものを採用したが，試みに男性の独話ス

クリプトも 1題採用した。課題文の主な特徴を表4-2に示す。
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表4-2.課題文の特徴

課題文1 課題文2 課題文3 課題文4 課題文5 課題文6

時間長 23秒 35秒 16.5秒 29秒 26秒 34秒

拍数 114 145 87 136 135 184 

文節数 25 33 17 30 29 44 

句数 12 20 9 16 15 17 

語数 62 71 43 61 66 93 

文の数 7 11 3 10 9 7 

形式 男女の対話 男女の対話 男性の独話 男女の対話 男女の対話 男女の対話

難易度 1. 33 0.66 l 2 1. 33 3 

なお，調査終了から 4ヵ月後，調査に参加した4人の学習者のうち 3人 (D，E， 

F)に課題文のシャドーイング難易度を4段階 (0が易 3が難)で評定してもらった。

その平均を表最下欄「難易度jに示す(最大値は3)。さらに評定に関する説明を求め

たところ，次のようなコメントが得られた。

2人での対話より 1人での独話の方がやりやすい

五 抑揚がはっきりしている方が易しい

出 使い慣れない単語が多かったり文体が不慣れだと難しい

lV 長い句や長い文は難しい

v 高いところが長く続くと難しい

iは課題文3についてのコメントである。学習者の評定平均は1で，シャドーイング

・しやすい課題文だ、ったと考えられる。独話文は1題しかなく，課題文2はさらに評定値

が低いいため，対話文より独話文のほうが易しいと断定することはできないが，話し手

の交代に伴う談話の展開や声の変化などが，シャドーイングの難易度に影響した可能性

はある。なお，課題文2については「敬語がなかったからj r普段使っている言葉だか

ら(易しかった)j というコメントが得られた。

五のコメントについて「例えばどの課題文かJと尋ねたところ rモデル音の声が若

い会話Jという答えが得られた。課題文1，3， 4， 5が該当するが，特に課題文5は

若い男女のカジュアノレな会話で，他に比べ抑揚もはっきりしていた。長さに比して難易

度評定が高くないのはそのせいかもしれない。また課題文5には「同じ表現が繰り返さ

れるので易しかったj というコメントもあった。

温は学習者全員が挙げていたが r使い慣れない単語jが学習者ごとに異なっていた

ため，どの課題文が該当するかは特定できない。

iv， Vは特に課題文6に集中したコメントである。課題文6については出の「使い慣

れない単語が多い」というコメントも複数あった。 37秒の会話文に句数は17と，他の課
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題文に比べ1つの句が長いという特徴もある。高ピッチが続く部分も多かった。そうし

た影響でアンケートに答えた全員が難易度3と評定したものと思われる。

次に調査2の学習者について表4-3に示す。調査1は比較的均質な学習者を対象とし

たが，今回は学習者要因も観察したかったため厳密な統制は行わなかった。なお学習者

EとFの専攻は日本語教育関係，また学習者Eは調査1の学習者Bと同一人物である。

表4-3.学習者個別データ

学習者 母語 所属 日本語能力 日本在住歴 7'レテスト 単語音読①

D(女) 中国語 大学院生 日能試1級 9年 34/34 22/45 

E(女) タガログ語 大学院生 日能試1級 2年 28/34 25/45 

F(女) 朝鮮語 大学院生 日能試1級 1年半 33/34 24/45 

G(男) イタリア言吾 留学生センター 未受験 8ヶ月 25/34 7/45 

調査を行う中で学習者Gは， 日本語レベルその他において他の学習者との差が顕著で

あり，他の学習者と一律に扱うことは不適当であると考えられた。そのため，単語音読

課題を除きGのデータを分析に採用することは控え，発音学習やシャドーイングへの反

応を記述するにとどめた (4-5-4参照)。事前のインタピユ}で，日本語の発音に関

わる経験を尋ねたところ， Aは日本人に「外国人説りがあるから日本人じゃないとすぐ

分かる」と言われたことを， Bはアクセントの誤用で聞き手に誤解を与えたことを， c 
はアクセントの誤用とサ行音の発音を日本人に指摘されたことを挙げた。共通してアク

セントに関する言及が見られたが，アクセント改善のための練習を行っている者はいな

.かった。

4-2.課題音読データの分析と考察

まず各学習者の課題音読①(練習前)，② (7日後)，③(17日後)の発音誤用を課

題ごとに集計し次頁表4-4に示す。なお学習者Fは6月29日(1週目課題音読③)の調

査を欠席したため，データが欠落している。
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表4-4.調査2の課題音読(発音誤用数の変化)

1週目 2週目 3週目
ー------------ー..ー・--_...ー--_.._-・・・ー・・..・ー.ー ー・・・・・・ーーー..ー・・・・・・・・ ・・・・・ー・・・・・・・ーーー・ーーー ーーーーーー・ー・・・--------明 ---------・・・ー・ーーーー..'

学習者 課題文1 課題文2 課題文3 課題文4 課題文5 課題文6

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② @ 
M 、

ち、司、

D 14 6 8 14 10 7 6 6 '6 11 12 12 12 10 11:' ι14 16 16 

E 12 4 4 12 6 4 6 2 2 10 7 7 6 3 3 13 5 5 

F 11 3 欠 11 7 欠 6 4 2 11 6 7 10 7 7 23 15 18 

合計 37 13 37 23 18 12 10 32 25 26 28 20 21 50 36 39 

調査1では学習者全員に誤用数の減少が見られたが，調査2では学習者や課題文によ

って結果が異なっており，誤用数の減少が見られない部分もある。

全体的な傾向としては，各学習者の課題音読①での誤用数は課題音読③で半分近くま

で減少しているが 2週目の課題文4以降では減少率が低下している。既に見たように，

課題文自体の難易度の影響も考えられる。個人別にみると，特に学習者Dは課題文3以

降，誤用数は殆ど変化しないか，徐々に増加している部分もある(網掛け表示)。そこ

でDの具体的な誤用のタイプについて，調査1と同様，音声要素別に分類したものを表

4-5に示す。

表4-5.学習者Dの誤用分類

1週目 2週目 3週目
ー・・・・・・・・・・・・ー・-------------_.. -------_ .. ー-_...._--_.._...・・..司骨・・ ーー・・・・・・ー・・・・ー・・..司 -・司・・・・・ー..................-_.. -_........ー・.・・・・ーーーーーーーー.

課題文1 課題文2 課題文3 課題文4 課題文5 課題文6

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ 

-アクセント 8 3 4 10 7 6 4 5 3 9 7 7 ;"6ミ マι8:叶
，'10 ;1 O 九10

イントネ l O O 3 O O O O O 1 l 2 O O O O 

拍 3 O O l l l O 2 l 3 2 4 2 2 2 4 4 

単音 2 3 4 O 2 O l O 1 1 l 2 O o O 2 2 2 
、一、一、崎

合計 14 6 8 14 10 7 6 、 6 6 11 12' 12 12~ 10 11 14今 16 16 

1週目の課題ではアクセント・イントネーションの誤用数が減少したことで，全体誤

用数も減少している。 2週目は，アクセントの誤用数は減少しているが，拍・単音の誤

用が増えてしまったため，全体の誤用数は減少していない。 3週目の課題では，誤用数

の減少は部分的なものに留まっており，全体誤用数からは発音が修正されたことが読み

取れない。調査1でも指摘したが，拍や単音の誤用数はアクセントの誤用数に比べると

少ない。そのため全体誤用数の減少には，アクセントの修正が大きく反映されることに

なる。 Dの場合はアクセントの誤用数の減少が顕著でなかったため，全体の誤用数も減

らなかったのではないかと考えられる。(なぜDのアクセント誤用数が減少しなかった

かについては， 4-5-1で考察する。)また，拍の誤用数には部分的に増加傾向も確認
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でき，発音に注意を向けられないまま音読速度のみが短縮されたことが推察される。

これが課題文の難易度によるものなのか，学習者の要因，練習時間等の個人的な事情

によるものなのかは判断できない。課題文に関しては，学習者に難易度を評定してもら

ったが，あくまで主観的，相対的な数値であり，難易度2あるいは3という評定が，課

題文そのものの難しさを反映しているとは限らない。しかし，調査材料を選定するに当

たっては，シャドーイング課題としての難易度を詳細に検討し，より均質な課題文をそ

ろえるべきであった。

課題文音読時の誤用数減少には，最も誤用数の多いアクセントの修正が大きく反映さ

れることが，調査し 2から指摘できる。シャドーイング練習によって，アクセント誤

用がいつごろから減少し始めるのかについて考察するため，表4-6を示す。

表4-6.アクセント誤用数の変遷

1週目 2週目 3週目
ーーーー・・・ーー・ー・・・・ーー・・・ー・ー・・・・・・・ーー・・..a___-・・・・・・・圃・・・・・・ーー.._----------_......・--- ..-.._--------------------・-------_.._----ー・・・・・・ー

学習者 課題文1・2 課題文3・4 課題文5・6

① gi'， ② ③ ① .g ② ③ ① .g ② ③ 
D 18 '10小 10 10 13 10ン 12 10 16 16 18 18 

E 18 ヘ6f 9 8 12 12;-'， 8 8 17 l5  5 6 

F 19 6 7 欠 13 8J 6 7 26 ''." }ド6;7: 15 17 

~、呈~t 55 ....22..' 26 38 
戸i一¥孟許

30. 26 25 59 *27.7' 38 41 

(白はシャドーイングを示す)

学習者Fは3週自のシャドーイング時に，完全なシャドーイングができず，モデ、ル音

を聞き流す部分が多かった。そのため検出された誤用は6箇所のみだった。再生できな

かった部分は17語，全語数の10.1%あった(時間単位では7.8%)。そのため，表4-6

の*欄には実際の誤用数に10.1%分を加算して記入しである。

表4-6が示すように，各学習者に共通して，アクセントの誤用数は練習4日後のシャ

ドーイング時以降，大きく変動することはなく，シャドーイング時より誤用数が減るこ

とも稀である。このことから練習4日目までに減少した誤用は，数日のシャドーイング

練習によって自力で修正できる程度の誤用だ、ったと考えられる。河野・松崎(1998)は

モデ、ル音のリピートで韻律がどう改善されるかを調査し 2回目までのリピートで修正

されなければ，それ以上リピートしでも発音は良くならない，と指摘している。今回の

シャドーイング練習でも同じことが言えるとすると，練習4日目までに修正された誤用

は，初日あるいは2日目の練習の時点で既に修正されていた可能性が考えられる。逆に

練習2日固までに修正されなかった誤用は，独力では修正できず，シャドーイング練習

を継続するだけでは発音の修正は起こりにくいと考えられる。さらには，不適切なアク
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セントで練習を繰り返したことが， FB後の修正を困難にしてしまった可能性もある。

課題文や学習者によって差があるため，一概には言えないが，早めにFBを与え誤用箇

所を指摘したほうが，発音の修正には効果的だ、ったかもしれない。調査ではシャドーイ

ング自体に慣れる期間も含め，練習4日後をシャドーイング確認と FBに当てたが，調

査日程が妥当であったかどうか，再検討する必要がある。

また表4-3は，シャドーイング時より音読時の誤用が多くなっている課題があったこ

とも示している(1週目の学習者E，F， 2週目の学習者D，及び3週目の全員)。シ

ャドーイング時に起こっていたアクセントの修正が音読時に反映されていないことを示

すものである。シャドーイング時に修正されていたアクセントについて，学習者はどの

程度自覚・認識しているのだろうか。またシャドーイングによる修正はどのように起こ

るのだろうか。次に気付きのデータを分析する。

4-3.気付きデータの分析と考察

シャドーイング練習における学習者の気付きを明らかにするために，週2回の対面時

のインタビューコメントと毎日のシャドーイング記録用紙の2種類のデータを分析した。

自由に発言・.記入してもらったためコメントの量は学習者によって差があり，内容も多

種多様であるが，コメントの対象ごとに発言を切り分けカード化した。カード化したコ

メント総数は125である。コメントの具体的な内容は資料7-1，7-2に示す。モデ、ル音

と自分の発音の差に関する記述，モデ〉レ音の記憶に関する記述が多かったため，これら

を中心に分類した。具体的にはまず， 韻律も含めモデル音が，聞き取れたかどうか，聞

き取れた後に自分の発音との差を認識できたか，モデル音の韻律が記憶できているかど

うか，という点で分類を試みた。データの種類ごとに課題文についてのコメントを分類

し，該当するコメントの数を学習者別に次頁の表4-7，4-8に示す。

表4-7.インタビューコメント

課題文1・2 謀題文3・4 課題文5・6

学習者 D E F D E F D E F 

モデル音との 15 7 

差異への気付き 1(1) o 。 7(1) 6(1) 2(1) 3 2 2(1) I 
聞き取れない o 。 2 o 。 3 o 
聞き取り不安 o o 。 3 o o O o 
モデル音記憶への言及 10 10 5 

覚えている 8(4) o 。 5(1) 2 3(1) o o 
ーーー..............ー・ー・・ーーーー・・ーー・・・・・ーー・ー--ーー-・ー・・・・ー ーー・・...._-_.. -_.._-ーーーーー -.........--..------------ -・・・岨・・・・・ー -..--------

__________J 

覚えていない o 2 o o o o 2 o 2 
その他 o 。 3 。 o o 。
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表4-8.記録用紙コメント

課題文1・2 課題文3・4 課題文5・6

学習者 D E F D E F D E F 

モデル音との 11 13 6 

差異への気付き 6 4(1) 2 6(1) 5(1) o 3 3(2) 
聞き取れない o 2 o 3 o o 
聞き取り不安 o 3 。 o 。 。 o 2 o 
課題文記憶への言及 2 o o o o o 
その他 2 2 o 2 2 3 

カッコ内の数値は，気付きのあった箇所が具体的に示されており，それが適切な発音

につながったと確認できたコメントの数を示す。

表中の<モデル音との差異への気付き>には，シャドーイング時の発音に関する気付

きを分類したが rなんとなくモデル音と違うようだ」という漠然としたものや rこ

の単語のアクセントの下がり目が自分と違うJという明確なものまで幅広く含んでいる。

「なんとなく違うが(どこが違うか)よくわからないJ rなんとなく違いはわかるが上
手くいえない」など，さまざまなコメントについて，どこからを「気付きがあったJと

見なすのか，判断が非常に困難であったが，気付きに関しては村野井 (2006)の次のよ

うな記述を参考とした。

はっきりと説明できなくとも，注意が向いて何かを探知 (detect) している場合，

第二言語習得に重要な気づき (Noticing)が起きていると見なすことができる。

(村野井2006: 11) 

今回は村野井に従い，モデノレ音との違いに気付いていない場合と，何らかの違いを感じ

ている場合とを気付きの有無の境界とした。しかし，漠然とした感覚を，気付きと見な

すかどうかは問題となるところである。気付きの定義に関しては今後，再検討する必要

がある。

<聞き取れない>も聞き取りの対象を限定すると分類が困難になるため r何と言っ

ているか聞き取れないJというものから「下がり自の位置がどちらかわから-ないj とい

う具体的なものまで含めた。なお r聞き取れない」というコメントはその時点での内

省であり，練習最終日まで、聞き取れなかったことを必ずしも意味するもので、はない。

このグループから独立させた項目である<聞き取り不安>は r自分の認識はモデル

音と合致するのだろうかJ r自分の聞き取りは正しいのだろうかj という不安を記述し

ているものをまとめた。モデ、ル音そのものの聞き取りだけでなく，自分の発音はモデル

音と一致しているのか，といったモニターカに関する不安もみられたが，どちらか判断

しにくい記述もあり，それらの区別が困難であったため，同一グループにまとめた。

<モデル音記憶への言及>は練習7日後と17日後の調査時の rモデノレ音を覚えてい
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る/いなしリという発言を分類した。なお記録用紙コメントにはモデル音の記憶に関す

る言及はなく r課題文の内容を大分覚えた，暗記した」というものがあったので<課

題文内容記憶>という項目を立てた。この項目の数値が課題文1・2に集中しているの

は，練習当初，学習者の中に「課題文を暗記しなければシャドーイングできないJとい

う認識があったためである。

くその他>は練習中の感想や練習方法などに関するものが含まれている。

調査1の結果から，シャドーイングで発音が修正されるためには気付きを伴う必要が

ある，と考察した。この考察から，気付きが多いほど発音の修正も増えるだろうと予想

したが，調査2の結果は予想通りにはならなかった。

数値を見る限りでは，インタビューでも記録用紙でも，発音に関する気付きは課題文

3・4において最も多く起こっているo またモデル音を記憶しているというコメントも

最も多かった。しかしこれらのデータに反して，課題文3・4の誤用数減少はそれほど

顕著ではない。課題文1・2及び課題文3・4の誤用数の変化を学習者ごとに，図4-2，

4-3に示す。課題文3・4は練習前の誤用数が少なかったため，減少率が下がったとも

考えられる。しかし，コメント数は課題文1・2より多かったにも関わらず，課題文

1・2のような急激な誤用の減少は見られなかった。また学習者Dは気付き発言が多い

にもかかわらず，誤用数は増えてしまって

いる。調査 1では，発音の修正には気付き

が重要であると指摘したが，この結果から

は，気付きの量が多いほど発音が修正され

る，と考えることはできない。

しかし，学習者から得られたコメントを

彼らの気付きの全てと見なすのは短絡的で

あろう。先に見たようにアクセントの誤用

は練習4日後のシャドーイングの時点でか

なり減少しているが，この時点までに修正

された箇所について学習者は言及していな

い。シャドーイング時の正用が自覚できな

い状態だった可能d性もあるが，容易に修正

できた箇所についてコメントしなかったと

も考えられる。

また，課題文1・2のインタビューコメ

ントは気付きに関するものが殆どないが，

初めてだったため，何をどのように語るべ

きかを学習者が理解していなかった可能性

;;ト一一公ぐ………--， .… 
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図4-2.課題文1・2の誤用数推移
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図4-3.謀題文3・4の誤用数推移
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もある。逆に課題文5・6では，前回と同様の気付きがあったとしても，それを繰り返

し表現しなかったとも考えられる。これらの唆昧な部分に関しては，本研究者の質問の

仕方にも問題があったと言わざるを得ない。また学習者が違いに気付いた場所として具

体的に挙げた部分は文頭や匂頭に多いが，実際に確認してみると，問題があるのはその

単語の後続部分である場合もあった。たとえば学習者Dは rW子供が生まれて』の『こ
ども』のところが気になるJと述べたが，問題のある部分は「こども」ではなく fうま

れてJのアクセントで、あった。学習者Fは「い毛いでし1るJと発音していたが rWいそ
いで』は注意したので少しは良くなったと思うJと述べており，問題のある部分を正確

に把握していなかったことがわかる。その後Fは rい毛いで、るJと発音するようにな
った。気付きの数が誤用数の減少と連動しないのは，彼らの認識した誤用箇所が的確で

はなかったことが考えられるが，スクリプトのない状態での内省であったことも影響し

ていよう。

このように様々な問題を抱えたデータであるため，単純に量で考察することは控えね

ばならないが，誤用数の減少が顕著でなかった課題文5・6に関してはインタビュー，

記録用紙ともにコメントが少ないということは指摘できる。

また誤用数が減少した1，2週目の課題文には<モデル音記憶>，つまり「モデ〉レ音

を覚えている」という言及が多かった。発音の修正が顕著だ、った調査1の学習者にも同

様の発言が見られた。逆に発音の修正が少なかった課題文5・6については「モデル音

を覚えていなしリというコメントが出ている。このことから，モデル音が記憶されなけ

れば，適切な発音修正は起こりにくいのではないかと考えることができる。 8人の日本

人大学生を対象に3週間の英語シャドーイングを行ったkuramoto(2002)は，発音の改

善が，シャドーイング、練習時に頻繁に現れた語句に偏っていたことから，発音の向上は

シャドーイングのみによるものではなく，毎日の反復効果によるものだったので、はない

かと考察している。この調査結果はシャドーイングの無効性を示すものではなく，シャ

ドーイングが暗記・暗唱と似た側面をもっ活動であることを示唆していると考えられる。

聞きながら言う，という処理負担の大きい方法で，特に音声を意識した模倣を繰り返す

ため，モデル音の韻律的特徴が記憶されやすいのではないかと推察される。

しかし課題文5・6については「モデル音を覚えていないJというコメントが出てい

る。モデル音が記憶できる場合とできない場合の差は何であろうか。課題文の難易度や

学習者の学習意欲など，分析しきれない要素を含んでいるため今回のデータだけでは断

定はできないが，可能性として，学習者自身の気付きの有無を要因として想定してみた

い。プロソディシャドーイングの過程においては，発音を意識し繰り返し聞きながら発

話することで，モデル音と自分の発音の違いを感じ，問題笛所が絞り込まれ，具体的な

気付きに至ると考えられる。その気付きに至るまでの繰り返しが「モデル音の丸暗記J

とその記憶につながるのではないだろうか。誤用数の減少が顕著ではなかった課題文
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5・6には r(単音，アクセントなどが)聞き取れないJ rモデノレ音を覚えていない」

というコメントが多かった。何度聞いても聞き取れないという部分は，モデ、ル音が記憶

されていないものと考えられる。もちろん「モデル音を覚えている/いなしリという程

度や量は学習者の自己申告，自己認識であり，それらを同等に比較することはできない

が，彼ら自身が「覚えている/いないj と認識していることをより重視したい。

次に，学習者の気付きが修正に結び付いているのかどうかを確認する。 3-2-2で述

べたように，第二言語習得分野において気付きは，知識の定着に重要な働きをするもの

と捉えられている。しかし実際に得られた学習者のコメントは多様で， r Wなかなか』
の言い方がうまくまねできないJといった噴末な部分へのこだわりや r自分の読み方

がテープと違う jのような具体的な部分を特定しないものもあった。そこで，コメント

で具体的に言及した箇所が実際の誤用部分と合致するものを，表4-9にまとめ，コメン

ト内容と修正の有無を示す。

表4-9.学習者の気付きコメント内容

学習者のコメント内容 時期 課 FB 課
課@|| 

(カッコ内に課題文番号を示す) ① ② 

FBされるまでは「ごー 6くc，ちJと言っていた。 (2) 17日 × 有 O O 

D 「せ量く j じゃないと気付けた。 (3)
， 

7t:l × 無 O O 
「

01 「とってもjモデ〉レ音を覚えている。 (4) 7日 × 無 O 

E 
fよかったJ自分は下がり目が違う。 (3) 4日 × 一有1 也 O O 

「引っ越したんですよJ聞き取れたけど上手くいえない。 (3) 5日 × 有 O O 

「長え」と聞こえたり「まえJと聞こえたりして混乱する。 (3) 7日 O 無 O O 

「せまくなったjモデノレ音を覚えている。 (3) 17日 × 壷廷 O O 

F 「とってもカロリーがJ 「病院の食事Jテ}プの通りにならな 2日 × 無 O O 

くて因った。 (4)

「へるんだってjで蹟く。最初がハ行音で発音しにくい。 (6) 1日 × 有 O O 

「なさってますJ聞き取れないが言われたら分かる。 (4) 7日 × 有 × × 

D 
「まえだよJと気付いたが習慣になっていてシャドーイングの 4日 O 勾有 × × 

時も間違う。 (5)

「すいみんやく jは「みJで下がると思う。 (6) 7日 × 有ム「 × × 

「せまくなったjが気になる。 (3) 4日 × 有 × × 

E 
「よく外出Jやっと聞き取れた。 (4) 6t:l × 有: × × 

「起きるときjテープと違う。 (6) 4日 × 有ふ O × 

「ねむるときJテープと違う。 (6) 4日 × 有2 O × 

「落ち込んでjテープと違うが何が違うか分からない。 (5) 6日 × 
F 

無 × × 

「なくしたのはJは「たjで下げるのかどうかわからない。 (5) 6日 × :有ミ × × 
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表4-9の上半分は，気付きと対応して発音に修正が見られたものを，下半分は気付き

はあったが修正の定着が確認できなかったものをまとめた。最左列はコメントを発した

学習者を r時期Jはそのコメントが得られた時期を，課①から課③はそれそれの時点

で適切に産出できたかどうかを示している。 FB有の表示(網掛け部分)は，練習4日

後のシャドーイングチェック時に誤用箇所を指摘したことを示すが，有1はリピート練習

を，有2は「下がり目が違う」という指摘を，有3は「平板アクセントで」という指示を

与えた。

学習者の具体的な気付きのコメントの全てはアクセントに関するものであった。音の

高低が拍や単音より知覚しやすい音声要素であることが，このデータからも指摘できる。

1週目の課題文1・2に関するコメントは全体的に少なく，具体的な記述も殆どなかっ

た。

表上半分にまとめた，修正に至ったコメントは 2週目の課題文3・4に集中してい

る。特に学習者Dの fせまく jについて非常に明確な気付きが得られたようで， 4-4 

で述べるように単語音読時も「シャドーイングで気付いたから覚えているJと述べてい

る。 rとっそもJという誤用にもFBを与えなかったが，修正されている。
一方，表下半分にまとめた，修正に至らなかった，または修正が定着しなかった気付

きには気になるJ rテープと違うJなど具体性に欠けるコメントが多い。それぞれ

にFBを与えており，学習者も意識して練習したと思われるが，修正されたものはわず

かであり，課題音読③ではまた誤用となっている。特に 9件中6件が3週目の課題文

5・6に関するコメントであったことから，課題文5・6については，モデル音と自分

の発音の差を正しく把握するまでにいたらなかったと判断できる。しかし，明確な気付

きがあっても修正に至っていないものもある。学習者Dは，課題音読①では「長えだ

よ」と読めており気付きもあったが，音読時に修正は見られなかった。 r習慣になって

いてシャドーイングの時も間違う」と述べていた。 r睡眠薬j についても，下がる位置

までわかっていながらも，適切な産出には至っていない。また学習者Fは， FBを与え

たにも関わらず， W rなくしたのはJは「たJで下げるかどうかわからない』と記述し

ている。モデル音の韻律がはっきり聞き取れていない，あるいは開いている・ときは認識

できても記憶されるまでに至っていないので、はないかと推察される。これらは，明確な

気付きゃFBがあっても，直ちに適切な産出に結び付かない場合があることを示してい

る。それが何によるのか，どう指導すべきかなどについては，さらに調査を行う必要が

あろう。

発音の修正にとって必要な気付きとは何か，という問題については改めて検討する必

要があるが，これまでの考察から，発音の修正につながる気付きはより具体的なもので

なければならず， FBを与えても学習者がそれを自分の感覚で把握できなければ，修正

には至りにくいということが指摘できる。
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では，明確な気付きが得られ，それに基づいて修正されたアクセントは，単語単位で

も実現されるのだろうか。この間いに直接答えられるデータは十分ではないが，次節で

は，課題文音読時の発音の修正と，単語音読の結果を照らし合わせ，シャドーイングの

影響を考察する。

4-4.単語音読データの分析と考察

調査2では単語音読という調査項目を設けた。文音読時よりも単語音読時のほうが発

音への注意は高まり， IE確さも向上すると考えられる。そこで，課題文での発音の修正

の定着を確認するために単語音読を調査項目に加えた。シャドーイング練習で生じた修

正や気付きが，単語音読時にも反映され得るかを観察することを目的としている。遅延

効果の検証のため単語音読課題は，練習前(単①)とシャドーイング練習終了日の21日

目(単②)とさらに10日後の31日目(単③)に録音した(表4-1参照)。課題に使用し

た単語は資料6に示したとおりであるが，課題文と重複する31語をどの課題文から採用

したかを表4-10に示す。

表4-10.単語音読課題と課題文

課題文1・2より (9語) 課題文3・4より (9語) 課題文5・6より (13語)

調査 邪魔が，七日が，庖が， 先週が，病院が，会社 指輪が，何かが，新聞|

採用語 他の人が，急いでいる， が，よかった，生まれ が，薬が，量が，睡眠薬

倒れない，困る，立て て，引っ越した，狭くな が，眠る，朝早く，なく

て， った， して，増えて， 目が覚め i

る，減る
ーー・・・・ーーー・ーーーー......-_.............. -_........ーー----..ーーー・・・・・・ー----------------ー・._"・ a・ー・ーー・・・・ー・・ー・・・.・---ーーー--ーーー・・・・・ー"・---ー・ーーーーー・・・ー・ー・帽・ーー・・ー-ーーー

(異形) おいて(立てておいて) 外出が(外出なさって) 関係が(関係している)

近かった(近いし)

学習者には資料6と同様のプリントを渡し，ルピをつけた45個の単語を番号順に音読

してもらった。単語音読①では「番号と単語を読んで下さい。単語は発音に気をつけて

ください。 Jと指示したが，単語音読②③では特に教示は与えなかった。単語音読課題

において，名詞はすべて「がJをつけた形で呈示した。表下欄の異形4語は課題文中の

語の活用または品詞を変えたり，複合動詞の一部のみを取り上げるなどの処理を加えた

が，アクセントが変わらない範囲での語形変化に留めた。品詞や形が異なった際に，ア

クセントにどのような影響がでるかを観察するために加えたものである。カッコ内に課

題文中での形を示した。なお r........ておくJは「あけておく jなど，平板型アクセントの

動詞に接続すると「おJが核となるが，今回は頭高型の「たてて主主ユエJと本動詞「お

いてJとの対照となる。
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4人の学習者の単語音読における発音の誤用数を次頁表4-11に示す。網掛け部分が課

題文と重複する31語の単語音読の誤用率である。

表4-11.単語音読誤用数の推移

単語音読① 単語音読② 単語音読③

上14/31>(45';2%H. :.10/31 e.(32.3%)戸: 0/3f(32.3%) 
6ー ¥.-1_- ___ ~'"、

軍.10/3((32
D 23/45 ! 17/45 ! 18/45j 

9/14 (64. 3%) 7/14 (50%) 8/14 (57. 1 %) 

:14/31(45.2%)勺 V

一 :14/31'(45.2%) 十 ;10/31(32.3%) 
E 20/45 : 週 18/45 i 日 16/45 i 

6/14 (42.9%) 間 4/14 (28. 6%) 間 6/14 (42.9%) 

::;1~t3l(41.9%Y..'.. 
ア
:1.tI31'(35.5%):，/¥ 

ア
:.10/31(32.3%)一キ キ

F 21/45 ! 17/45 ! 17/45j 
8/14 (57. 1 %) 6/14 (42.9%) 7/14 (50%) 

35/45 : ト24/31(77A%);.， /3H74.2%)川 : 24/3f(77A%) :23 
G 36/45 : 37/45i 

! 11/14 (78.6%) ! 13/14 (92.9%) ! 13/14 (92.9%) 

単語音読における発音の誤用の約90%はアクセントに関するものである。拍の誤用は

学習者Gに25件，学習者Dに2件，単音の誤用は学習者Fに1件あったが，学習者Gを

除くと全て 1度のみの誤用であり，ミステイクであった可能性が高いと考えられる。そ

こで単語音読調査においては，アクセントに注目して分析を進める。 31語中，単語音読

①~③全てにおいて 1度も誤用が見られなかった単語の数は，学習者DからGの順に， 1 

5語， 12語， 14語， 2語である。つまり，学習者D，E， Fにおいては，単語音読課題の

半数程度の単語には最初から問題がなかったと言える。学習者によって若干の差はある

.が，誤用数はシャドーイング練習開始前に14語程度あったが 1ヶ月後には10語に減って

いることから 3週間のシャドーイング練習によって誤用数が4語程度(約20%)減少

したことになる。しかし，どの単語のアクセントに改善が見られたかということは，数

字からは見えてこない。そこで3回の単語音読課題で，誤用が修正されたと考えられる

単語(産出が×ー x-oまたはx-o-oと推移した単語)を学習者ごとに具体的に取
り上げた。次頁表4-12に示す。
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表4-12.単語音読課題の誤用の推移

〔×→O→0) [x→×→0) 

ょ品った，せ孟くdった|ぃ長いでし1る
DIねるる*あきほゃく

Cf. [x→×→x) 

みをが，ほかuうひとが，がいじみ

(計4)

つが，ちかかった，おいて，ふえ

(計1)Iて，あがさめる (計7)

じゃまが みせが， うま五て，

びょういんが→びょうい*すいみんやくが

E んが(核後退)
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しんぶんが，くすりが，せんしゅ

ヲが，むよヲいんが，がいLdつ
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門
み
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いが， (計18)

表中の*の表示は3回の課題音読で1度も誤用が現れなかった単語を示す。単語音読

時の誤用も 1度だけであるため，ミステイクと考えてもよかろう。参考までに，単語音

読で3固とも誤用だったものも挙げたが，他の学習者に比べ学習者Gの誤用には中間言

語変異体が多く見られた。その時々で産出が異なることからGが発音の知識や判断基準

を持っていないことが推察される。

誤りが修正される過程で，アクセント核が後退するという事例がいくつかあった。学

習者Eは単語音読①で「病院がJを raょ多いんが」のようにアクセント核を「うj
に付与して読んでいたが，単語音読②では核の位置が後退し「びよろ仏んがJとなり，

単語音読③では核がなくなり適切なアクセント「びよろいんがj で産出されていた。

「ゆびわが」も同様の推移を示しているが，調査期間中には正用に至っていない。この

ような例はGにも観察されたが，アクセント核の後退が学習者の意識的な調整によるも
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のか，この推移が何を示すのかは，今回の調査では検討できていない。

修正された単語数に着目すると，シャドーイング練習前後で各自 5語程度の単語が修

正されたことが読み取れる。しかし，この修正がシャドーイング練習によってもたらさ

れたものかを確認するためには，課題音読時の産出と対応させる必要がある。アクセン

トの誤用のみを対象とし，課題音読時と単語音読時の誤用を学習者ごとに表4-13-1か

ら4-13-4に示す。

表4-13喧 1.課題音読と単語音読の対照(学習者D)

課題①誤用 "課②|課③ i 単②|単③ 備考

lj単語①誤用ごI4日後 I 7日後 I 17日後 I 21日後 I 31日後
ょふった L~ 一一一lーさ一一一一一一l一三ケょ忍ふた:，:;~t.................L................ .1................ .l.o............. T'o 

.一i:t世空<竺竺‘T竺空.1ム三
?せせまくなつつ-た，1 10 10 

1-Q......…...J9.……一一L会;五5る_.:'-~:-r"-:""""""" L.. -:............. .1..=............ .l.o............. T' o' ........… 

三空v'ア11予'.J三一一一一一一L~........... ・.1..三一 ........J ・・・ーーー・・・・ーー・・・・・ー・・・・・・・・-----ーーー| 単③
い長いでし1る'<1 Jx 10 IrいJ脱
o 10 10 10 

竺・‘..-\瓦主~~:':-:'-r"-:""・・・・・・・・・・しょ・ー・ ..........1.. :cーー・・・・ーー・・・ l.~.............r 支-------------

ほかφひとの L:?.............l三一一一一一一L竺主竺..J・ほかるひとが-J....__........... L ••••••••••••••••• 1 ................-l'~ 一一一一一一|支一一一一一

.一.一…一一…o旦旦一….一………….一………….一………‘一…….一…鴨..一….J.一.
がいしゆ1つが Ix Ix る

一一……….一…….日…………..…………'一一….一…….円…'←o一………….一…一陶一一一…一司一一一.一…….一…'一.一Jωl
tじ叩ちふ五品:つた Ix Ix る

元てて長いて l.Q ….J.Q....一一一一LQ.ー
品いて : :l 一一一一 lドx 一一……….一一….一一.一'r支ζにy一一….一.一........-1
Q....._..J.Q包Qι.一一-一一一…….一…….一…….一一.一.一………….一一……….一一…….一一….一一.一J9.ふえkて T................. L. _.............. .1................. r' ~............. T'石支γ支ζ.一..一一….一一.一. 

~......_.J 五台里空三三ιι.一一………….一一…….一……….一…….一….一J~.品がささ:めめJる::T'" _........._... L............. _.. .1...... ...........1込 1支一

×は1回目の音読時と同じ誤用箇所であることを示す。波線より上は課題音読時の発

音に修正がみられたものである。 rよかった」は課題音読では1度も正用が見られなな
かったが，単語では修正されている。 rねむる」のアクセントは単語音読①でも課題音
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読①でも誤っていたが，どちらも修正されている。気付きコメントはないが，課題音読

での修正が単語音読にも影響した可能性もある。単語音読③での「いそいでいる」の正

用は rいjが脱落したことによって偶然生じたものであり，発音の修正とは見なし難

い。これにより，課題音読時の発音の修正が，単語音読時の誤りの修正にも現れたと考

えられるのは，太枠で示した3語となる。波線より下は単語音読時に全く正用が見られ

なかったものであるが，その7語中4語は，課題音読では1度も誤用が見られなかった。

さらにその4語中2語は，課題文とは品詞や活用が異なっている。課題文の中では適切

な産出ができても，単語単位になる，あるいは品詞や活用が変わる場合には，課題音読

時とは異なるアクセントで産出される傾向が指摘できる。

表4-13-2.課題音読と単語音読の対照(学習者E)

課題①誤用 g 1 課②|謀③!単②|単③
i単語①誤用 I4日後 I 7日後 I 17日後 I 21日後 I 31日後

Q_________1Q____________J_己主主J_~____L~___
ご じfやド呈が --q' -. -. -. -. -..... --L. -. ---. -........ -" -. -...... -....... r'6 一…………'一一…-一一.一一一一-一一一寸.一一-一r一o一一……….一一….一………….一一….一一….一一.一.一
互さJ:51tど'.♂色竺J.三o竺三.一一.一.一…………….一一…….一一….一一………....J一一一…...J一一…..J一一.J一J臼l
びよう~'\正的下んが '1 I r九Uい、リj核 10 退
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三乞iιヰぷぷ;んがが七;λI Ilん」忌2ん 10 退

み長ωが L?_一一一一一.一一一….一一一.一一……….一一….一一一.一一.一..一一…._J一一_J一__L~_lじドいよごι:〉j』Jh;主キ岳邸が :~n -. -. -.... --... ---L -. ---...... -. -. -." -. --. -" -. -" -... rド.× .TI「.65ぷo一一………….一一…….一一一….一一….一一.一.一一….一一.一. 
5 iて l.Q...........J三一一一一一.J.Q....
〈ぷ説孟瓦てて乙λU川寸へγ寸JJJJ三之JオJJ」」:??dマr"~........ ...... L -. ~.-.. -......... J..~...... -. -.. -"lド一………….一一….一一……….一…….一…….一….一.一一…寸.一.γr石oぷぶ一………….一…….一一….一一.一. 

込のかは L? 一…………….一……….一………….一…….一…….…….一_.一.J~j三:な£斜品が :三山叶21j[~.....-... -.. L -.. -.... -....... -"........ •••• --. -l'~"'" -. -... -'T 示おz瓦泌i返i一一. 
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課題文中で被修飾語の位置にあり，語頭のアクセントの上がり目が消えた部分には，

語頭に r-Jの記号を付した。学習者Eの場合，課題音読では早い時期に修正されてい

るが，その修正が単語音読には現れにくいという傾向がみられる。 rじゃまがJを除く

と単語音読の正用は最後の 1回のみである。そのうちの「みせが」は課題音読時の正用

が安定していないため，単語音読③での正用をシャドーイングの影響と関連付けること

は困難である。太枠で示した残り 3語についても，正しいアクセントが定着したと断定

はできないが，アクセント核が後退し正用に接近していることから，課題文のシャドー

イング練習における発音の修正が，何らかの影響を与えたのではないかと考えることは

できる。修正過程は確認しにくいが rじゃ呈がJ rうま札てj の修正も，アクセント
核の後退と考えることができる。 rゆびわJは単語音読では 1度も正用が見られないが，

アクセント核が「ゆ」から「わj に移動していることから，練習を続ければ正しいアク

セントに到達できたかもしれない。

表4-13-3.課題音読と単語音読の対照(学習者F)

課題①誤用 "謀②|謀③ l 単②|単③
単語①誤用741 4日後 1 7日後 1 17日後 1 21日後 1 31日後
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学習者Fについては，課題音読時，単語音読時で適切な産出が定着したと判断される

のは太枠で示した2語のみとなった。学習者Dと同様Fも，課題文では正しいアクセン

トで読めていた単語でも，単語単位で読む場合や，後続の助詞が変わると，異なるアク

セントで読んでしまうという傾向がある。課題音読での産出を単語音読に応用するとい

う試みは，なされていないようである。また単語音読時のアクセントを文中で実現させ

ることも，学習者にとって容易ではないようである。しかし，動詞の連体形と辞書形の

アクセントは同じであるという知識を持っていれば，課題文中の「眠るときにはj の正

用は「ねむるJの単語音読にも反映されたのではないかと考えられる。また逆に，名詞

のアクセントは後続の助詞に影響されないことを知っていれば r邪魔に/がJ r指輪を

/がJは課題文中でも適切な産出が可能であるう。知識さえあれば常に正しい産出が可能

である，とはいえないが，誤用箇所を指摘された際に，知識に基づいた修正が可能とな

る。単語アクセントを文中でどう実現するべきか，ノレールの簡単なものから明示的に示

し，相互に関連付けて指導する必要がある。

表4-13-4.課題音読と単語音読の対照(学習者G)

課題①誤用 ~ 課② | 謀③ | 単② | 単③ 備考

単語①誤用可1 4日後 1 7日後 1 17日後 I 21日後 1 31日後
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Gの単語音読で修正が生じたように見えた4語(波線上部)は rかいしゃがJを除

くと課題音読で正用が安定していない。従ってシャドーイング練習による効果とは判断

できない。既に指摘したように， Gは課題音読時も単語音読時も様々な誤用を産出して

いるが，単語音読時にほとんど全ての単語にアクセント核を付与していた。単語音読課

題が平板型アクセントの語を多く含んでいた影響もあるが，付与した核の位置が不正確
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なため，単語音読の成績はよくない。 rせんしゅうがJ rびょういんがJは，課題音読

時は正しく産出できているが，単語音読時は下がり目をつけてしまい全て誤用となって

いる。したがって学習者Gに関しては，シャドーイング練習によるアクセントの改善は，

課題文内に限定されていると考えられ，単語アクセントとして定着させるためには，単

語単位での練習や肯定的FBが必要であると言える。

以上 4人のデータをまとめると，主に次の3点が指摘できる。

① シャドーイング課題文におけるアクセント産出は，単語音読時と一致しない場合

がある。また課題文での改善が単語音読では観察されない場合もある。

②正しいアクセント産出が可能であっても，文単位・単語単位で産出が一定しない

ことがある。

③ アクセント核が後退することで正用(平板式アクセント)に接近するという中間

言語の推移が，一部の学習者に見られた。

②は単語アクセントを文の中で確認することの必要性を示している。文音読時に単語

アクセントを意識する余裕がないことも考えられるが，文中であっても動詞の連体形や

名詞は，単語アクセントと同じであるということを示しておく必要はあるだろう。

③について.は量的にデータが限られている上に，特定の学習者にしか現れなかったた

め，詳しい考察はできない。これが学習者のストラテジーであるのか，逆の現象(アク

セント核の前進)もあるのかなど，データを収集して調査する必要がある。

ここで検討したいのは①である。シャドーイング練習によって得られたアクセントの

修正が単語音読時には現れない，あるいは，単語では適切なアクセントで読めても課題

文では誤ってしまうという現象はどのような単語で生じているのか，さらに詳しく分析

する必要があると考えられる。そこで，時間軸にそった分類ではなく，適切なアクセン

トが産出された回数を基準に，課題音読時と単語音読時の成績を表4-14にまとめた。

表4-11.課題音読と単語音読の正用数

諒誼---単毒主 正用数3 正用数2 正用数1 正用数O 計

正用数3 15 (+3) 6 (+1) 1 (叫) 5 (持) 27 (+ 9) 

正用数2 9 (~j) 4 8 ('i:Ju 7 (t3) 28 (+ 5) 

正用数1 3 4 2 7 16 

正用数O 9 6 6 8 (叶) 29 (+ 1) 

計 36 (+4) 20 (+1) 17 (+2) 27 (+8) 100 (+15) 

横軸に単語音読時の正用の出現回数を，縦軸に課題音読時の正用の出現回数をとり，

それぞれの枠に該当する単語の数を記した。具体的な内容は資料8に示す。表4-10の異
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形欄の4単語は別に計算しカッコ内に併記した。データ数は124単語 (4人分31単語)で

あるが，学習者Fは課題文1・2の課題音読③のデータがないため，学習者Fの課題文

1・2と重複する 9語は調査対象から除外し，データ総数は115単語となった。

単語音読でも課題音読でも 3回の正用が見られた15語(表中左上枠)は，適切な発音

が定着していると考えてよいだろう。逆に単語音読でも課題音読でも 1度も正用が見ら

れなかった8語(表4-11右下枠)は，誤った発音が定着しており，シャドーイング練習

によって適切な修正も起こらなかったと考えられる。

なお，単語音読課題の中で，シャドーイング練習中に気付きのあった単語と重なるも

のが，わずかながらあった。例えば学習者Dは「せ呈くじゃないと気付けた」とコメン

トし，課題音読時と単語音読時に2度ずつ正用が表れている。 Dは単語音読時も「自分

で認識できたものだから(この単語のアクセントは)覚えているj と述べている。この

他，シャドーイング練習中の気付きコメントがある単語(学習者Eの「よかったJ r外

出がJ，学習者Fの「狭くなったJなど，表4-9参照)は r課題正用数2X単語正

用数3Jの枠に含まれる。単語単位のアクセントは最初から問題がなかったとも考えら

れるが，シャドーイング練習中に得られた気付きによって，正用を確認したという可能

性もある。

課題文では形が異なる4単語のデータ(網掛け表示)が表上段と表右側に偏っている

ことから，課題音読時には適切なアクセントで産出できる単語でも，品詞や活用が変わ

るとアクセントも変えてしまうという傾向が確認できる。さらに注目したいのは，課題

音読と単語音読の産出が一致しない表右上と表左下(太枠表示)部分である。特に数値

の多い枠について，具体的な内容を表4-12，表4-13に示す。

表4-12.課題(正用数O)x単語(正用数3)の具体例(全9件)

単語音読 課題文 単語音読 課題文

引っ越した(2) 引ら越し12んですよ。 量が 量沿増えて

なくして(2) なく Cたのは/たんでしょ? よかった よかったんですが

倒れない たおれydいようにね。 薬が 芸員を飲めば

目が覚める 目がiZめ毒んだって。

単語音読で適切なアクセントで産出できるのに，文節内に取り込まれると正しい産出

が困難になる様子が読み取れる。一概には言えないが，特に「のだJ文と接続する際に

アクセントの乱れが起こるようである。単語単位で適切なアクセントで音読できたとし

ても，文単位の音読で適切な産出ができるとは言えないということが指摘できる。単語

単位のアクセントと文中での単語のアクセントが，学習者の中でどのように関係づけら

れているかは不明であるが，両者の関連を強め，文でも単語でも適切なアクセントで読
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めるようにするためには，単語単位の指導と共に文単位でのアクセント指導も必要であ

る考えられる。

表4-13. 課題文の正用が文中で反映されなかった具体例

単語音読 課題文 単語音読 課題文

勺課題一(正用数3)':X単語(正用数o};:の具体例!<全9件)>

E民る ねむるとdlこは 屈が 底が休みなので

病院が
「

この病院の食事， *おいて 立てておいてください

増えて りょうが増えて *外出が よく九出な五ってますよね

減る 減るんだって 本近かった(2) ちかくてよかったんですが
一一 〆 d 

了、課題(正舟数2)てX単語 OE用数0.)の具体例ょ(全1M牛〉
日民る ねむるとめこは 薬が そのく争りを飲めば

七日が なのかは水曜日ですね。 キ関係、が 関係しているんだって

指輪が(2) 昨日もちった指輪を *外出が よく外出な返ってますよね

邪魔が 邪魔に£るから *おいて 立てておいてください

先週が 先週，引っ越したんで、すよ

課題音読時と品詞が異なる語は r*Jを付して表示する。単語音読時の誤用が一定し
ないものがあるが，表示が煩雑になるため誤用例は割愛する。

単語音読は，課題文から無作為に抽出した単語を用いているため，シャドーイング記

録用紙やFB時のコメントと照合させにくいが，少なくともこの欄に含まれる単語に関

.しては，紙面，口頭とも言及されていない。課題音読では正用が表れたが，それが明確

な気付きや意識を伴っていたかは不明，ということになる。

さらに誤用の具体例から，課題音読時の正用が単語音読時に見られなかった単語には，

平板型アクセントが多いという特徴が見られる。シャドーイング練習中，学習者が意識

を向けるのはピッチの下がり目である。高ピッチが継続する部分はそれほど注意を要さ

ないし，そこに含まれる単語のアクセントも意識されにくいと考えられる。そのため単

語のアクセントを改めて関われると戸惑い，不用意にアクセント核を付与してしまうの

ではないだろうか。またこれとは別に r減るんだって」という文では適切な産出がで

きるのに，単語になると「λるj と読んでしまうという誤用もある。この場合，学習者

にとって文単位での「減るんだって」の「減る」と単語単位での「減る」は，同じもの

として関連付けられておらず，課題文のシャドーイング練習はオウム返しに留まってい

ることが推察される。

これらのデータから，単語アクセントが単語単位で正しく読めても文の音読時には反

映されにくく，また文での正用も単語アクセントの定着と同義ではないという示唆が得
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られる。したがって，単語を正しいアクセントで読めるだけでは不十分であるが，同時

に，シャドーイング練習で音読が上手くなっても，その場，その課題限りのオウム返し

に留まってしまうことが指摘できる。指導によって課題音読での正用を認識させ，それ

を知識として定着させることの必要性が，単語音読のデータからも示されたと言える。

松崎 (2001)は，複合語アクセント規則など，多くの語がカバーできる規則は積極的

に指導すべきである，と述べているが，松崎 (2004)では，複合アクセントの指導によ

って知識と聞き取りは向上するが産出には困難さが残ったことが報告されている。複合

アクセントのような，応用力の高い規則の指導は，発音教育において非常に重要である

が，正しい知識があっても，思うように産出できない場合もあるということである。

この問題に対し，シャドーイングは逆からアプローチすることが可能である。つまり

「できるJようになってから「わかるJ，すなわちノレールを認識する，という順序であ

る。一般的な教室活動では「わかるJ (理解)ために規則，用法などの知識を与えるが，

それだけでは「できるJ (運用)ようにはならない。迫田 (2006: 109-111)は rわか

る」としづ宣言的知識を「できるJという手続き的知識に移行させるためには，意識化

と自動化が重要であり，そのための繰り返し練習が必要であると述べ，繰り返し練習の

一例としてシャドーイングを挙げている。しかしシャドーイングは「わかるJから fで

きる」とは逆に，模倣によって産出できるようになったところから，知識に遡行させる

ことにも活用できる。例えばシャドーイング練習によって rよく外出なさってますよ

ね。」という文の韻律がいつでも適切に産出できるようになった場合，学習者は f外出

なさってJ r外出するJのアクセントを明確には意識していなくとも「できるj状態に

ある。この「できるJ状態を取り上げ漢字2字+するJは前部のアクセントを生か

す(秋永1958)，あるいは r4拍漢語+するJの多くは fするJが付いても付かなくて

も平板型アクセントとなる，という知識を与え，その一例として「外出するJを認識さ

せれば，比較的容易に定着するのではないかと考えられる。また，ノレ~}レを忘れてしま

っても「がふしゅつするjが常に産出可能であれば，それを元に新語のアクセントを類

推することも可能である。これらに関しては，実際の指導に基づく検証が必要である。

これまでは，シャドーイングと発音の関係を把握するために，個々の学習者のデータ

を数値化し，ほぽ同様に扱ってきた。しかし実際は，シャドーイングへの関わり方や，

気付きゃ誤用の量，発音上の癖などそれぞれ個性的であり，個別の要因が練習成果に何

らかの影響を与えたことが考えられる。こうした観点から次節では，それぞれの学習者

の要因や，各自がどのようなシャドーイングを行っていたのかを中心に記述する。

4-5.学習者要因

4-5-1，学習者Dについて
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学習者Dは先に述べたように聞き取りプレテストでは満点 (34/34)で、あったが，単語

音読課題 (22/45)は学習者E，Fより低かった(表4-3参照)。調査前のこの結果か

ら，聞き取り能力は高いが発音能力はやや低いのではないかと推察される。また，表4-

5に示したようにシャドーイング時においてもアクセントの誤用は減らず，音読時の誤

用数も減少がみられなかった。以下， Dの特徴を挙げて考察する。

① 細かすぎる開き取り

他の学習者との大きな違いの 1つに，微妙な韻律にこだわるという点が挙げられる。

具体例を挙げるとすみません。 J rなかなか。 J rわあー。 jなどの語尾の微妙な
変化を感じ取り，それを模倣しようと苦労し，失敗していた。もっと別に注意すべきと

ころがあるはずだが， Dの耳はそちらには向けられないようだった。

② 習慣優先

Dのシャドーイングを聞くと，モデル音とDのアクセントが異なる部分で言い直して

いる箇所がある。モデ、ル音との違いを感じとった瞬間にシャドーイングが止まるのは，

他の学習者にも見られる現象であるが， 0は一瞬止まって言い置す際に，モデ、ル音と閉

じアクセン hではなく，自分が平素産出している誤ったアクセントで言い直していた

(資料9参照)。つまり，モデル音と自分の発音の違いに気付くチャンスを得ながら，

それを見逃していたと言える。通常の学習者は，モデル音との違いに戸惑って産出が止

まったとき，その単語を聞き流して次の句からシャドーイングを再開するのであるが，

Dは即座に言い直し，大きく遅れることなくシャドーイングを続けていた。他の学習者

に比べ早口であったこともあるが，おそらく，課題文の内容を記憶，あるいは予測して

いたのではないかと考えられる。また別の箇所で rWまえ』ではなく『長ぇ』だと気付
いたが習慣的になってしまってシャドーイングの時も間違えるJ (第3週4日目。以

下 rW3-4Jのように示す。)というコメントもあった。

③ ピッチ幅

課題音読①では，他の学習者と同様にピッチ幅はさほど広くないが，練習を繰り返し，

スピードに慣れてくるとアクセントの下がり自が高くなりすぎる傾向がみられた(rこ

んどのァムートはあたらCいしJ rこ全るんですけどねえJ)。下がり目自体は正しい
のだが，非常に感情的な印象を与える。 Dの判断した高さと実際のモデル音の高さが対

応していないこと，またDがそれに気づいていないことが原因として挙げられる。本人

は「日本語の高いところと低いところはよく聞き取れるが，文の中ほどの微妙な上がり

下がりは聞き取りにくいし真似できないJ (W 4 -4) と述べていた。

④ モニターと意識

②③とも関連するが， Dは自分の発音をモデル音と対照させることが苦手のようであ
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った。 rやすみt1のでJについて誤用訂正とリピート練習をしたが， Dは両者の聞き分
けができず，たまに産出に成功しでもそれを自覚できなかった。後日の音読では「やす

み」なので」と「みj を伸ばすことで意識的にアクセントを修正しようとする様子が見

られた。また練習2週目には「シャドーイングの時は感じなかったが，自分のシャドー

イング録音を聞くと，モデル音と全然違っていて驚いたJ (W 2 -4) というコメント

もあった。シャドーイングをしているときに，自分の発音と対応させていないことが推

察される。

またコメントには「意識的に直そうとするJ (W3ー 5)， rこう読むべきだという

意識が働く J (W 4 -4)， r上がったり下がったりさせないようにしているJ (W3 

-1) という記述が多く現れる。モデル音を模倣するよりは，指示に従って意識的にコ

ントロールするほうがDの学習スタイルに合っているのではないかと推察されたが，本

人への確認はしてはいない。

⑤ リズム

早口であることとの関連は未検証であるが， Dは部分的にリズムが乱れることがあっ

た。他の学習者のリズムの乱れは主に特殊拍に見られるが， Dはそれ以外にも「ね主

りJ rしょ三じjなどに母音の脱落がしばしば起こり，リズムを崩していた。

以上のように様々な問題点はあったが，シャドーイング練習の効果が全くなかったわ

けではない。事後インタピ、ューで、は rWぜまかった，たお札ない』は自分で認識できた
ものだから覚えているJ (W5 -4) という，発音改善を伴う気付きコメントが見られ，

その単語は短文音読でも単語音読でも正しく産出できていた。シャドーイングに関する

感想もかなり肯定的で「テレビを見てセリフをまねすることは今までもやっていたが，

最近はドラマを見ながら(プロソディ)シャドーイングをしているj と述べていた。

しかし，データから考えると今回のシャドーイング練習に十分な効果があったとは言

い難いのも確かである。 Dのコメントの中に「自分の声に邪魔されるJ (W2 -2) ， 

「自分の声を聞いていないのかもJ (W2 -4)， r聞き取りの技術も関係、あるんじゃ

ないかJ (W2 -4)などがあった。ここで指摘されている「聞き取りの技術Jとは，

モデル音を聞きとることだけではなく，それを自分の発音と対照させるモニタ一能力を

意味していたのではないかと考えられる。 Dにとっては，シャドーイングの前にモデル

音をよく聞かせる，プロソディ分析をさせる，自分のシャドーイングをモデル音と比較

させる，などじっくり聞く時聞が必要だったのかもしれない。

4-5-2.学習者Eについて

既に述べたように Eは調査1から参加しており，シャドーイング方法自体には慣れ
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ている。そのためか，コメント内容は他の学習者と随分異なっている。また非常に熱心

な学習者で，シャドーイング記録用紙には毎日 6行以上の記入がある。

① 聞き取り不安

インタビューコメントでは1回，記録用紙には5箇所，聞き取り不安に関するコメン

トがあり r聞き取ったまま発音していないのか，本当は聞き取れていないから発音で

きないのか分からないJ (Wlー 7)， r自分の聞き取った発音が正しいかどうか自分

では分からないJ (W 3 -4)などと記述している。 Eには調査1の時点でも同様な発

言はあった。シャドーイング練習のためには聞き取り能力と，自分の発音をモデル音と

照合させる能力が必要であること，そしてその能力が学習者にとって身に付けにくいも

のであることが読み取れる。またEが必要とするFBが，具体的な指導ではなく，適切

な模倣かどうかに関する判定であったことも特徴的である。

② シャドーイングの方法

聞き取り不安を抱えるEは，自分でさまざまなシャドーイング方法を試み，それを記

録用紙に記している。これは他の学習者にみられない特徴であった。 rテープを 1度聞

いてからシャドーイングを始めたJ (W 1ー 3)， rイヤホンを片耳にして自分の発音

の変なところを確認したJ (W 1 -3)， rいろいろな発音の仕方を試して，テープと

一番似ていると思う発音で練習したJ (W3 -5)など独自の試行錯誤を繰り返してい

る。このような積極性とその持続はモデル音の記憶にもつながると考えられるが，どの

学習者にも期待できるものではない。

③ 暗記と発音改善

Eのシャドーイングの特徴は，声優の声の音色まで再現する模倣の忠実さにある。本

人に尋ねると自分の声(の高さ)が楽だけど，そうするとモデル音との違いがわか

らない」と述べていた。また「女性の声は高低差が激しいので男性よりまねしにくいj

とのことだ、った。 Eのモデノレ音の模倣はかなり正確で，音読時も日本語らしい韻律が再

現されていたが，それがどの程度，発音改善に結び付くかは別の角度から検討しなけれ

ばならない。 Eの場合，課題文での誤りはかなり修正されていたが，短文音読や単語音

読課題では練習効果が十分に現れていない。既に指摘したことではあるが，正確な模倣

をオウム返しに終わらせないためのFBが，発音の改善・定着に必要であると言える。

4-5-3.学習者Fについて

学習者Fは非常に真面白な学習者であるが，調査時期に教育実習が重なったため 2

週目以降，十分な練習が出来なかったと述べている。 Fのインタビュー時のコメントは

概括的で，数もあまり多くなかった。感じることはあっても，それを具体化し，言葉で
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表現することに慣れていない様子だった。記録用紙の記入は毎日ではなかったが，徐々

に具体的な記述が増えていった。

①気付き

最初は内容が気になって音に注意が向けられなかったようだが r1週目後半からモ

デル音と自分の発音の違いに注意が向くようになった」と述べている。具体的な部分に

関する記述は2週目以降から現れる。しかし「テープの発音どおりにならなくて因っ

たJ (W2ー 2)， r違いは分かるが直すのが難しいJ (W2ー 5) とあり，なかなか

思うように修正できなかったようだ。教師が与える明示的なFBに対しては，忠実に修

正がなされていた。しかし明示的FBを控えた部分では， r W妥ぇ』と聞こえたり『ま

え』と聞こえたりして混乱するJ (W2ー 7)， F Bを与えた部分でも rWなくした』
は『た』で下げるのが正しいかどうかわからないJ (W 3 -6)などと記述しており，

あと一歩のところで自分の判断に自信が持てず，迷いや苛立ちがあったことが読み取れ

る。こうした苛立ちのせいか，最後に語ったシャドーイングへの印象は rどこで下が

るか自分で判断するのは難しいから，シャドーイングよりノレールを教えてもらう方がい

しリ 「シャドーイングの時は少し良くなったと思うが，終わったら戻ってしまうJとい

う否定的なものだ、った。

②迷い

練習が進むにつれ，短文音読，単語音読の際に何度か確認しながら読み直すという行

動が見られるようになった。調査終了日には rシャドーイングをすると，自分の慣れ

た発音と違うので読み方が変になるJ (W 3 -17) と，シャドーイングの印象を述べて

いる。音読時に何度か言い直した結果， r Wゆめ/ゆあ』どっちか忘れてしまったJと
いうことがあったが，これは発音の修正の過程を反映しているのではないかと推察され

る。 rどっちか忘れてしまったj というのは，自分の「慣れた発音Jの他に別の選択肢

が加わったことを示している。その選択を迷うということは r慣れた発音Jと適切な

発音が入れ替わりつつある，あるいは，まだ修正には至らないが発音の適切さを確認し

ようとする態度と考えられ，発音意識が向上しつつあると考えられる。 wゆめ/ゆあ』

のような迷いから適切な判断基準の獲得までに，どの程度の期間が必要なのかは，綿密

な調査を行う必要があるが，学習者のこうした迷いを上手く利用することで，発音の定

着が促せるのではないかと思われる。

③ 文末の癖

Fには r.-...-てくださいJの「さJを強く言う癖があり，念を押しているように聞こえ

る。調査とは別の時に指摘したことがあったが，はっきりと自覚できなかったようだ。

シャドーイング練習によってもこの部分への気付きゃ修正は起こらなかった。他の学習

者にも共通することだが，シャドーイング練習では文末の音声的な特徴は気付きにくい

56 



ょうである。複数の学習者は r-----てください」の動調テ形のアクセントが実現されてい

なかった。何度か繰り返し練習することで、処理が容易になった部分は，予測または記憶

され，音そのものに注意が向かなくなるためではないかと考えられる。特に r.......てくだ

さい」のような使用頻度の高い部分は容易に産出できる。処理負担の大きいシャドーイ

ング作業では特に，意識や注意はより困難な部分に向けられるのではないかと推察され

る。こういう状況では，ただシャドーイングをくり返すだけでは気付きは起こりにくい。

学習者が見落としがちな部分に意識を向けさせる何らかの工夫が必要であると考えられ

る。

4-5-4.学習者Gについて

Gの日本語の発音の特徴は，ピッチ幅の広さ(特に句末，文末の上昇イントネーショ

ンの高さ)やせっかちな印象を与える発話スピードである。句末を上昇させる話し方は

女性的，個性的などと評価することもできるが，電話で話す際には感情的に聞こえるこ

ともあった。課題文理解が他の3人に比べ劣っていたこともあり，課題音読の誤用数の

分析にはGのデータを加えなかったが，シャドーイング練習は他の3人と同様に行った。

ただ，調査1・，調査2を合わせた6人の学習者の中で， Gは最もシャドーイングの効果

が現れなかった学習者であった。その原因を 1つに特定することはできないが， Gの事

例はシャドーイングと学習者要因の関係を考える上での様々な視点を示していると思わ

れる。

① 発音学習動機

調査開始前の事前調査で「日本語の発音に関心が高いと思うかj という質問をしたが，

これに対するGの答えは「どちらかといえば(関心が)ある。発音が上手な人はうらや

ましいが，意味が通じればいいと思うこともあるj というものだ、った。これは他の学習

者には見られないコメントだ、った。その後，対面時の発音FBや，シャドーイングに関

する話題の時， Gは「モデル音をそっくり模倣するJということに強い抵抗感を示した。

Gの疑問は「日本人もそれぞれ方言を使うし，全員がいつも正しいわけでもないのに，

なぜモデル音をそっくり模倣しなければならないのかJというものだった。また「外国

人だから外国人諮りは直せないし，仕方ないJという見解を強く持っていた。 Gの考え

は決して的外れなものではないが，そういう発音学習観が練習効果を低下させたことは

否めない。また，上手な発音とはどういうものだと思うか，と尋ねたところ「正確さよ

り流暢さ」と答えた。 Gは日本を話す時に言葉を捜したり言いよどんだりしたくないと

述べ r流暢に話すから『日本語が上手ですね』とよく言われるj と話していた。

Gは非常に熱心な学習者で，耳慣れない単語を聞くとすぐに電子辞書を引き，未習の
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助詞の用法に気付くとすぐ質問してきた。課題文についても発音に関してではなく文法

に関する質問が多かった。興味深いことに， Gは対話中にこちらの話を聞きながらサイ

レントシャドーイング(口元を多少動かしても，声に出さずに行うシャドーイング(門

田・玉井2004: 59) )をしていた。尋ねてみると「相手の言っていることを口の中でくり

返すと理解しやすくなるからJと答えた。しかし，発音には全く注意していないとのこ

とだ、った。

このように，学習意欲が発音に向かっていない，発音学習の必要性を強く感じていな

い学習者に対して，いきなりシャドーイングをさせることは適当ではない。シャドーイ

ングをクラスで行う場合には，多様な学習者を念頭に段階的な指導を行う必要がある。

今回は検証できなかったが，グループによるシャドーイング学習も学習意欲の向上に貢

献できるかもしれない。

② 聞き取り能力とアクセント知識

Gは最初，シャドーイングの方法を誤解していたらしく，モデル音をデ、イクテーショ

ンしてそれを暗記することから始めていた。暗記によりモデ、ノレ音に遅れず発話で、きるよ

うになったことで満足しているようだ、った。 Gにとってアクセントやリズムは発話速度

ほど重視されていない。

練習4日後のシャドーイングの時，文頭の「ねえ(、)Jを「ねえ(ノ)Jと産出して

いた。練習が不十分であるか，モデル音を聞いていないと考えられたため，モデル音を

よく聞いて模倣するようにと指示した。その場で「ねえjに関しては修正されたが，そ

の後Gは「モデル音のアクセントとか，高いとか低いとか，聞き取れないJと述べた。

そこで「メロディーをまねするように，ハミングでもいいからJと指示したが r私は

オンチで歌も歌えないし，イタリア語の発音もへンだと言われるJ r音とか音楽とか全

然向いていないし，全然聞き取れないから無理。 Jと言われた。

しかし，モデル音の高低が知覚も模倣もできないということは理解しにくい。自然発

話時の r---でしょ ?J r---するからあj などの文末，句末イントネーションは自然で抑
揚もはっきりしていた。誤用部分はアクセントの下がり目や拍の長さであることが多か

った。後で分かったことだが， Gは発音に関する指導をほとんど受けていな.かった。単

語音読課題において， Gはほとんどの単語をアクセント核を付けて読んでいたが，その

際，迷いやためらいは見られなかった。誤用の現れ方も様々で，拍の等時性も保たれて

おらず，発音の規則を意識せず気ままに発音していることが推察された。また，他の学

習者は課題文や単語を音読する際に，考えたり言い直したり，という行動が徐々に増え

ていったが， Gにはなく 3回の単語音読にも顕著な変化は見られなかった。調査最終

日にGは rW雨/飴』の区別は今でも難しい。アクセントは知らないからできないし，
話すときも気にしない， (知らないから)気にできないJと述べた。 r日本語は高低ア

クセントであるj という知識があれば，高低どちらか見当をつけることも可能だが，全
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く知識がなければ高低の知覚自体も困難で，模倣にまで至らない場合もありうる。

③気付き

2週目のシャドーイングは録音したその場で本人に聞かせた。 Gはそれまで，シャド

ーイング時の違和感や発音への気付きを述べることはなかったが，このときは「モデル

音と違う気がする」と述べた。どの部分か尋ねたところ rW引っ越したんです』の『た
んです』の部分」と的確に指摘した。さらに，何が問題だと思うかと尋ねたところ，

「リズムが早すぎて『たんです』のところがくつついてしまったj と述べた。 Gは擁音

の問題と考えていたようだが，実は「引っ越しt~んですJ というアクセントに問題があ
った。幾っかヒントを与えたが正解には到達できなかった。せっかく気付きが起こって

も，原因が特定できなければ修正できない。松崎 (2002)では，教師が正解を与えるの

ではなく，学習者自らが試行錯誤によって妥当な発音基準を獲得できるように，学習者

の理解程度に合わせた段階的なFBを与えることを提案している。発音の知識の少ない

学習者に対しては，自発的な気付きを促すだけでは不十分である。学習者の蹟きの原因

は何か，何ができて何ができないのかを教師は把握し，学習者の試行を助けるようなF

Bを与えることで，気付きを適切な方向へ導く必要があると考えられる。また，シャド

ーイング時に気付きが起こりにくいのは，発話しながら自分の発音とモデル音を比較す

ることに慣れていないためではないかと考えられる。鳥飼 (2003: 49)は，シャドーイ

ングを録音することで，どの程度，原文のプロソディを開き取り再現できているかを確

認することができる，と述べている。気付きの少ない学習者には，シャドーイングを録

音したものをモデル音と比較させることで，自分の発音を客観的に把握させ，何がどう

違うのかに気付かせることができるのではないかと考えられる。

4-6.調査2のまとめ

調査2の主な目的は，シャドーイングによる発音の修正と学習者の気付きの関連を観

察することで、あったが，明確な結論を呈示するまでには至らなかった。調査・分析方法

自体にも問題があったが，気付きは学習者の意識下，無意識下で起こる現象であり，す

べてを言語化し抽出することは学習者自身にとっても困難であると考えられる。個人間，

課題聞のコメントのばらつきも大きく，気付きの量を発音の修正の度合いと結び付ける

ことはできなかった。しかし，得られた学習者の反応や気付きから，教師の関与すべき

事柄に関していくつかの示唆が得られた。

まず気付きが起こるためには，音を聞き取る能力，発音に関する知識が必要である。

学習者Gの場合，日本語の発音に関する知識が不十分であったことが，シャドーイング

練習が効率的に進まなかった原因の 1っと考えられる。また，得られた気付きを適切な

修正につなげるためには，モデ、ル音と自分の発音を対照するモニター力と模倣能力が必
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要となる。学習者Dは音を聞き取る能力は優れており，気付きのコメントも多かったが，

不適切なものも多くモニター力も低かったため，聞く能力が発音修正に十分に生かされ

なかったと考えられる。学習者E，Fは自分の気付きが適切であるかが判断できず，確

信が持てないままシャドーイングを続けねばならなかった。こうした学習者の反応から，

発音指導においては発音に関する知識，モニターカ，肯定的FBが必要とされることが

確認できる。

また学習者の気付きコメントからは，具体的な気付きほど発音の修正につながりやす

いが，気付きゃFBを伴っていても修正できないものもある，ということが観察された。

ただし，修正の有無が習得の段階や難易度に関わる問題なのか，練習量の問題なのかは

検討できていない。また発音の修正に直接関わらない的外れと思えるような気付きも含

まれていた。しかし，適切な気付きは雑多な気付きの中から生じると考えることもでき

る。教師に求められるのは，学習者の適切な気付きを増やし，それをより具体化させる

ようなFBを与えることだと考えられる。

鮎津他(1999: 44)は，学習者が適切な発音を習得するためには日本語の韻律特徴を

聞き取る力の育成が必須であるとし，日本語アクセント聴取能力の育成を目指した指導

とその結果をまとめている。イントネーション習得のためには，アクセント習得が重要

な要素となるという中川 (2002: 74) も鮎津他と同様，韻律習得の基礎段階としてアク

セント習得を位置づけ，アクセント型聞き取りの習得順序を調査している。韻樟的特徴

を聞き取る力はシャドーイング練習においても非常に重要な要素であることが確認でき

た。しかし単語音読課題の結果は rアクセント聴取，習得から文の自然な韻律へ」と

いう従来の発認を支持しない内容であった。調査結果は，単語のアクセントを正確に産

出できることと，自然な韻律で音読産出することは，学習者の中で必ずしも直結してい

ないということを示していた。この結果から，単語アクセント理解から文単位での韻律

練習へ，という指導方法に再考の余地のあることが指摘できる。教師には，アクセント

規則の指導だけでなく，文単位の練習における教師の肯定的FBや，知識定着のための

工夫が求められる。

学習者側には，シャドーイング録音を聞かせる，韻律のパターンを分類さ・せるなど，

気付きを増やす活動を増やすことが必要である。学習者同士で気付きを共有したり，他

の学習者のシャドーイングを聞かせることも，適切な気付きを増やす可能性を持ってい

る。例えば，自分の発音をモニターすると同時に，他の学習者の発音の誤用訂正をする

ことが有効であると指摘するNaiman(1992)は，発音について語りあうことが自分の発

音の意識化を促し，モニター能力を高めると述べている。モニター能力を高めるためにF

irth (1992)が挙げた具体的な方法には，学習者の発音を録音する前にプロソディ分析

をさせることや，学習者同士による発音の正確さ判定，またその意見の比較という活動

が含まれている。このような活動を習慣的に行うことで，学習者は教室外でも発音に意
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識的になり，教師から自立した発音学習が徐々に可能になるという。ここに挙げられて

いる活動はシャドーイングと組み合わせることも可能であろう。また，クラス内でシャ

ドーイングによる気付きを共有し，それに教師が重み付けを与えることで，学習者自身

が適切な判断基準を持てるようになれば，より効果的，効率的な発音練習が可能になる

と考えられる。

学習者の得た気付きにいっ，どのようなFBを与えれば修正が定着するのか，これは

シャドーイングや発音指導に留まらず，語学教育全体に共通する大きな問題であり，今

後，深く検討されるべき課題である。
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5.発音指導のためのシャドーイングにむけて

これまでの調査及び分析結果を概観し，今後の課題を示した上で，発音指導に生かす

ためのシャドーイングについて考察する。

日本語母語話者が外国人の発音に対して「自然だJ r日本語らしいJと判断する際，

その判断が個々の音の正確さよりプロソディの適切さに基づいていることは，既に指摘

されている(大山・三浦1990，鈴木1992，佐藤1995など)。佐藤(1995)は学習者と日

本語母語話者に読ませた実験文の高さ，長さ，強さを入れ換え，合成音声を作成し，聴

取実験を行った。その結果，日本語らしさの評価には，高さが大きく影響することが示

されたことから，日本語として自然なピッチの時間的推移を習得させる指導が必要であ

る，と述べている。

本論で、扱ったシャドーイングは，モデ、ル音をそのまま模倣・反復する練習方法であり，

モデル音の韻律を知覚し，再現することが求められる。調査の結果，シャドーイングに

よる発音練習は音の高低の修正に有効であり，練習に伴い自発的な気付きが起こりうる

ことが示された。聞き取り能力が低い，また発音知識のない学習者には，プロソディシ

ャドーイング自体が困難となる場合もありうるが，そうした場合を除けば，シャドーイ

ング練習はヲロソディ習得，日本語らしい発音の獲得にある程度貢献できるものと考え

られる。

しかし，今回の調査では十分，検証するまでに至らなかった部分も多い。

まず，拍・単音の誤用の修正に関しては，今回の調査ではシャドーイングの効果は確

認できなかった。効果的なFBを与える，あるいは指導期間を延ばすことで，拍や単音

も改善に導くことができるのか，教示による意識化は可能か，などについては改めて検

討する必要がある。音の高低への影響に関しても，さまざまな学習者や課題文について

の確認が必要である。

また，調査2 (4章)では発音の修正と気付きの関連に注目したが，両者の関係を明

確にするには至らなかった。調査方法，課題文選定，気付きの収集方法などについて検

討しなおす必要がある。また学習者の rFBがないと続けるのは困難J r自分の聞き取

りが正しいか自信がないj というコメントは，自律学習としてのシャドーイングの効果

には限界があり，教師の適切なFBが必要であることを示している。しかし，具体的に

どのようなFBが有効かという点については，今回は推察の域に留まっている。

シャドーイングの結果，及び学習者の反応から，シャド}イング時に肯定的FBを与

えること，適切なプロソディでの音読をパラフレーズし，発音規則として理解させるこ

と，気付きの自己判断力を高めるために，気付きに重み付けを与えることなどを提案し

た。この提案が妥当なものであるかどうかは改めて確認したい。シャドーイングに限ら

ず発音指導全般において，どのような学習者，そしてどのような誤用にどのようなFB
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が有効かという大きな問題と関わっている。誤用の原因の所在や学習者のレディネスな

ど，様々な要素の影響が考えられるため，事例に基づく地道な調査が必要である。

この他，今回の調査計画に取り入れることができず，やむを得ず除外した検討要素・

項目も多数あった。今後は，実践を念頭におき，さらに精密な分析を行う必要がある。

具体的には

①プロソディ分析の有効性

②練習方法の違いによる気付きの差

③学習者のレベルと課題文

④集団シャドーイングによるモニター効果

などが考えられる。①のプロソディ分析とは，センテンスごとに語強勢と文強勢，イン

トネーション，ポーズ，および音の連結，弱化，脱落などのプロソディ諸要素について，

それぞれ適当な記号を入れながら分析していく作業を指す(鳥飼2003: 50)。今回の調

査手順から除外した項目であるが，一般的にはシャドーイングに入る前に行う作業であ

る。シャド}イングをする前にプロソディ分析をする，つまりモデル音を分析的に聞く

ことで，アクセントや拍がより明確に意識できるのではなu、かと考えられる。あるいは，

プロソディ分析の時点で，何らかの気付きが生じることも考えられる。ただ，プロソデ

ィ分析作業そ.のものが，学習者にとってどの程度の困難さを伴うものなのかという疑問

もある。場合によってはシャドーイングの前にプロソディ分析でつまづく学習者もいる

かもしれない。そうした作業を通じてモデル音を分析的に聞くということが，音読時の

発音や気付きにどのような影響を与えるのかも検討課題である。

②今回はシャドーイングに注目した調査であったが，シャドーイングに他の指導法を

柔軟に取り入れ，併用することで，より効果的な指導が可能になるのではないかと考え

られる。例えば，どちらがより効果的かという観点から， リピートとシャドーイングは

対立的に捉えられることが多いが，それぞれの特徴を生かした指導方法を模索する方が

現実的である。学習者のレベル，問題の性質によっては，シャドーイングよりもリピー

ト練習のほうが効果的である場合もある。特に，拍や単音の正確さ，言い慣れない語句，

見過ごされやすい部分などは，リピート練習をした後でシャドーイングに入るほうが効

果的ではないかという印象を持った。適切なプロソディでの音読をパラフレーズし，拍

やアクセントを確認する際にもリピート練習は必要であろう。また，今回のシャドーイ

ング調査結果から，練習中の気付きの重要性を指摘したが，リピートやディクテーショ

ンなと練習方法によって気付きの量や妥当性に違いは生じるのか，という疑問をもっ

た。検証には困難さが予想されるが，結果によっては目的に応じた練習方法の使い分け

が提案できるかもしれない。リピートの他には，アクセント型やピッチ曲線を示すなど

の方法とも比較したい。聞き取り能力の低い学習者には，視覚的な情報を呈示すること

で，意識的なコントロールを求めるほうが効果的であることも考えられる。それぞれの
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効果について個別に検証される必要があろう。

③は，初級学習者にシャドーイングは可能か，と尋ねられたことがきっかけとなって

いる。何らかの工夫をすれば初級でもシャドーイングは可能であると思うが，具体的な

工夫案や効果の有無は未検証である。また，今回は対話スクリプトを使用したが 1文

ずつのシャドーイングではどのような反応が得られるのかも検討したい課題である。具

体的には 1文ずつで、のリピートとシャドーイングでは，発音や気付きに違いは現れる

のか，などの調査課題も考えられる。

④は授業でのシャドーイングを念頭に置いている。今回の調査では調査者と学習者が

1対1でシャドーイング及び音読録音を行ったが， LL教室でなければこのような状況

は起こりにくい。教室で他の学習者のシャドーイングを聞くことが，自分の発音の内省

につながるような工夫はできないだろうか。小河原 (2002)では自己モニター力の向上

を目指し，評価札を使った音声教育を提案している。その中には学習者の発音に教師が

正誤FBを与えるだけではなく，クラス外の学習者の発音をクラス全員で評価する，ま

た学習者向士で発音の評価をしあう，という活動が示されている。また，房 (2006)は，

発音学習日記と教室内でのピアモニタリング活動が，発音学習意欲を高め，自己モニタ

リングを促しうると述べている。シャドーイングにおいても，得られた気付きを教室全

体で共有し評価しあうことにより，発音学習意欲やモニターカの向上のみならず，気付

きの重み付けも可能になると考えられる。仮にそのようなメリットが得られないとして

も，指導を念頭に置くなら授業内でシャドーイングを効果的に活用する方法を模索する

必要がある。

指導方法に関して検討すべき点が多いのは当然であるが，シャドーイングを発音指導

実践につなげるためには，指導方法以外にも留意すべき点がある。

まず，学習者に与えるシャドーイング課題文の選定については慎重に吟味する必要が

ある。シャドーイングに適した課題文の条件について記述している先行研究を2章で挙

げたが，学習者から得られたコメント (4-1-1参照)はさらに具体的で示唆に富む内

容で、あった。 r独話文の方が易しいj という学習者の感想があったが，ニュースや随筆

のような独話文のみがシャドーイングにふさわしいとも言えない。同性問の対話や，タ

ーン交替の少ないものを用いるような工夫が必要であろう。

「使い慣れない単語が多いとシャドーイングしにくいJという学習者のコメントは，

r i -1 Jの教材を理想とするという観点からも，十分理解できるものである。だが

「使い慣れている単語jは学習者ごとに異なる。今回の調査では「接客アルバイトをし

ているから尊敬表現には負担を感じないが，あまり使わない普通体の会話文はすらすら

言えないJという，他の学習者の傾向とは正反対の学習者もいた。使い慣れない表現だ

からこそ，シャドーイングで練習する必要があることを学習者に理解させると共に，語

葉だけでなく，量やセリフの長さにも配慮する必要がある。また，学習者の多くは高い
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ピッチを維持することが困難であるが，シャドーイングで高ピッチの持続を体感させる

ことができる。その上で，どういう場合に高ピッチが継続するのか，という理解につな

ぐことが可能となる。その際には，発音への注意が内容理解に逸れないように，内容理

解を徹底した上で、シャドーイングに入ることも重要である。具体的には，ディクテーシ

ョンをさせる，内容を再構成させる，母語訳を先渡しするなどの対応が考えられる。

モデル音そのものについても，声優が過度に不自然なイントネーションで読んでいな

いか，注意する必要がある。もちろん，本来，教材やテストとして作成されたものであ

る以上，どれも自然な発話ではない。学習者にとっては抑揚の強調されたモデル音の方

が実際の会話より模倣しやすいかもしれない (4-1-1参照)。しかし，人為的に演出

され誇張されたモデル会話で，どの程度自然な発音を身に付けることができるかという

間いは残る。さらに声優の演技や解釈が妥当でない場合もありうる。実際，日本語能力

試験の聴解問題から課題文を選定する際，スクリプトからイメージされる音声が，モデ

ル音と一致しないことがたびたびあった。男性の声優には疑問文末も含め，終助詞を下

降調で読む傾向が強く見られた。また，状況を明確にするためであろうが，文字では表

されていない不満や怒りなどの感情が，声で表されているものもあった。プロソディシ

ャドーイングはモデル音通りに発音することを基本とするが，それでどんなメリットが

得られるのが，モデル音を模倣したことで学習者が不利益を被る恐れはないのか，とい

う点にも教師は意識的である必要がある。既にシャドーイング教材が市販されているが，

教師はそれを無批判に使用するのではなく，学習目的や課題文の難易度，適切さなどに

ついて多角的に吟味し，有効に活用する方法を模索する必要がある。今後さらにシャド

ーイング学習者のコメントを集めることで，課題文選択時に留意・検討すべき点が明確

になるであろう。

また発音の判断・評価についても，教師がそれぞれの判断基準を持つことが必要とな

る。今回は調査目的であったため「モデル音の模倣の正確さJという基準で正誤を判断

した。しかし模倣としては不正確でも，自然会話ならさほど問題とならないものも多数

あった。例えば「体の中Jが「体ん中」と発音されることは母語話者にもしばしば起こ

るが，模倣としては不正確であるため今回は誤用と見なした。モデル音が「なゐかはj

であったため rなわ誌は」を誤用と判断したが，日常生活ではほとんど問題とはなら

ないし，方言によっては正用である。 r~こかにJ を「どEかにJ と発音しでも，会話
の中では聞き逃される場合のほうが多いであろう。

逆に，正確でさえあればどのような言い方でもよいのか，という問題も存在する。ア

クセント核の位置が正しくても，高すぎると怒っているように聞こえる場合もある。現

実の指導場面においては，どこまでを許容とするかという線引きが問題になるであろう。

発音教育は，学習者の発音を規範的発音に矯正することよりも，聞き手に分かりやす

い発音を目指すべきだ(戸田2001) ということがしばしば指摘されており，学習者の発
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話の何が分かりやすさ/わかりにくさにつながるのかについて，母語話者の評価に基づ

く検討が行われている(東問・大呼1990，石橋1999，原田2001，井上2003など)。しかし，

松崎(1999)が指摘しているように，評価者や被評価者の属性によって評価基準が統制

できない，場面や話者との関係によって評価が分かれるなど，調査方法自体が問題を含

んでおり，普遍的結論に到達することは函難である。その中で，母語話者評価とその具

体的な活用の方向性を示すものとして松崎・河野 (2005)の調査が挙げられる。松崎・

河野は，形容詞と動詞のない形のアクセントについ.て，不正確でも母語話者の評価を下

げない許容範囲を調査し，その結果から指導すべき項目の体系化を行っている。許容範

囲が分かれば教師にとっても学習者にとっても負担は軽減される。教師が明確な誤用判

断基準を持ち，プロソディシャドーイングにおいて，どの部分が重要でどの部分が重要

でないか(つまりどこまで許容されるか)を呈示することができれば，的外れな気付き

や不必要な戸惑いが減らせるのではないかと思う。

以上，発音指導にシャドーイングを用いる際の留意点について，調査結果を踏まえ考

察した。しかし発音指導全般と共にシャドーイングの方法や影響については，まだ探究

すべき点が多く残されている。未解明の部分も含め，教師はシャドーイングの特性を理

解し，その上で学習者の気付きを促す指導を心がける必要がある。教材，学習者， FB  

など，様々な条件を満たしてこそ，シャドーイングは発音指導方法の 1っとして活用可

能となると結論できる。
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-資料1 調査1に使用した課題文スクリプト

<課題文1>

女:あの， /この間お貸した本， /もうお読みになりましたか。/

男:すみません。/まだなんです。/

女:あのー， /私の友達が読みたがっているので， /返していただけないでしょうか。/

男:本当は私， /友達に貸してしまったんです。/ごめんなさい。/

女:えー!?/ 

<課題文2>

女:机，どこに置く?/

男:そうだねー， /窓のそばじゃまぶしいから。/

女:ええ。/

男:こっちがわに，メ壁にくっつけておこうか。/

女:ああ，いいんじゃない。/落ち着いた感じよ。/次は本棚ね。/

男:うん。/机のすぐ横が使利かな。/これも壁にくっつけて/倒れないように。/

女:あとはソファ-0 / 

男:窓のそばのこの辺がいいね。/

女:うん。賛成。/

注)/は句の切れ目を示す。学習者の音読用スクリプトには記載していない。資料3も同じ。

.資料2:調査1に使用した短文音読課題

お さいふ

①落とした財布があって，よかったですね。

まどちか た ともだちかいわれんしゅう

②室の近くに立って，率孟主会話の練習をしました。
きんちょう きち〈 きも はな

③あまり緊張せずに気楽な気持ちで話してください。

ひと おっ かん

④あの人はいつも落ち着いた感じだね。

せんせい か ほんともだち か

⑤先生に借りた杢を友達に貸してしまった。

たお かベ

⑥倒れないように壁にくっつけてください。

Lごと L あ

⑦その仕事はいつまでに住上げるつもりですか。

だい巴ょうぶ くじ き

③大丈夫ですよ。もう九時だしきっと来ますよ。

ほんだな お

@本棚はどこに置く?

あした ゆき ふ

⑮明日，雪が降るそうですよ。

注)課題文と共通する語句に下総を付した。下線のない文はダミー問題として日本語能力試験2，

3級筆記問題から採用した。
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-資料3:調査2に使用した課題文スクリプト

<課題文1>

男:あの， /そういうもの， /中に持って来られると困るんですけどねえ。/他の人の邪魔になるか

ら。/

女:だめですか。/でも外に置いておけないんで， /どこかに置かせてもらえませんか。/

男:うーん， /じゃあしょうがないから， /そこに立てておいてください。/倒れないようにね。/

女:はあい。/

<課題文2>

女:あの， /これ， /いつで、きますか。/ちょっと急いでいるんですけど。/

男 :3日かかります。/今日が4日ですから， /5， 6， 7， /あ， /すみません， /7日は水曜日で

すね。/水曜日は庖が休みなので/8日になりますが。/

女 :8日ですか。/

男:じゃあ， /休みの前にやっておきましょう。/休みの前の日の， /5時過ぎにきてください。/

女:はい。/そうします。/よろしく。/

<課題文3>.

男:先週，引っ越したんですよ。/今度のアパートは/新しいし， /:会社にも近いんですよ。/うーん/

前のアパートも近いし， /静かで良かったんですが， /子供が生まれて/ちょっと狭くなったん

です。/

<課題文4>

女:田中さん， /もう少しお痩せにならないと。/

男:はあ。/でも先生， /この病院の食事，おいしいから， /なかなか。/

女:とってもカロリーが低い食事なんですよ。/田中さん， /よく外出なさってますよね。/

男:ええ。/

女:そのとき， f:おいしい物を召し上がってるんじゃないの?/

男:いえ。/

女:私の目を見て， /いいえって言えます?/

男:すいません。/

<害賠重文5>

男:山田さん， /昨日彼にもらった指輪をなくしたんだって。/

女:うわー， /落ち込んでるだろうね。/ところで/昨日は山田さんの誕生日かなにかだったつけ?/

男:ちがうよ。/なんで?/
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女:だって/昨日もらった指輪を/なくしたんでしょう?/

男:ちがうちがう， /指輪をなくしたのは昨日だけど， /もらったのはもっと前だよ。/

女:あ，そう。/

<課題文6>

女:ねえ， /この間，新聞で読んだんだけど， /眠りには/体の中にある物質が関係しているんだっ

て。/

男:へえ， /それってどんなものなの?/

女:眠る時には，量が増えて， !.起きる時には，減るんだって。/

男:じゃあ， /寝る前に，その物質が入った薬を飲めば， /すぐ眠れるのかな。/楽しい夢を見なが

ら， とか。/

女:睡眠薬じゃないから， /そういうわけにはいかないんだけど， /朝早く/すっきり目が覚めるん

だって。/

男:ふーん。/
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-資料4:聞き取り能力に関するプレテスト

問題1.ひとつの問題に2つの単語が読まれます。アクセントや拍の数が二っとも閉じであればO

を，違う場合は×を，解答欄に記入してください。まず，例を二つ聞いてください。

例1)ベボーベボ 答えはOです。

例2)ビーノレがーピノレが

1)ユサーユサ (0) 

3) ピュギナ/いーピュギナノレ (x) 

5)アジョロザフーアジョロザフ (x) 

7) ピョリ?ーピョリ? (0) 

9)パピナモ?ーパピナモ? (0) 

11) ベJレピュナス?~Jレピュナス? (0) 

13)ぱくがーぱーくが

15)いどがーいどが

(x) 

(0) 

17)フイアットがーフィアトが (x) 

19)まりんがーまりが (x) 

21)じゅくが?じゅんくが (x) 

答えは×です。では始めます。

2)ギョヘクーギョヘク
ー

4)ハロセツーハロセツ

6)イサジミノいーイサジミノレ

8)ユゲサ?ーユゲサ?

10)テモニチ?ーテモニチ?

12)かっこがーかっこが

14)ろとがーろっとが

16)あんこーがーあんこが

18)けーとがーけーとが

20)きょーちがーきょーちが

22)えんこーがーえんこーが

(0) 

(x) 

(0) 

(x) 

(x) 

(0) 

(x) 

(x) 

(0) 

(0) 

(0) 

問題2.1つの文を2回読みます。強調されているところが2固とも同じ場合はOを，違う場合は

×を解答欄に記入してください。まず例を聞いてください。

例)ペポはナルをしました。ーベポはナルをしました。 答えはOです。では始めます。

1)エズはピャ;主にヨケといいました。ーエズはピヤコに里ちといいました。 (x)

2)ベプのガ叫にカロンデがあります。ーベプのガ伝にカロンデがあります。 (0)

3)ソウのエンキはサンヨウでJ(クヨと会いました。ーソウのエンキは世記事空でリケイと会いま

した。 (x)

注)網掛け部分はプロミネンスのあることを示す。
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-資料5:調査2に使用した短文音読課題

<1週目課題>

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

③ 

⑨ 

⑮ 

躍の文はだ占に来てください。

いちどい

一度行ってみたいです。
みせやす ひょうばん

あの庖は安くておいしいと評判なので，

各fdの毛色す蒔に来てくださいと昔われました。
ヰおうは議うbz謀みなので鰯lこ持きます。

討中さんはいつも苔いでいるんですね。

らいしゅう かいき' で

来週の会議には出なくてもかまいません治、

にもつ お

すみません， ここに荷物を置かせてもらえませんか。

ひと〈ち き

あの人は口がうまいから気をつけたほうがいいですよ。

お濯になるから，かたづけましょう。

詩草く最写するのが長きなんです。

<2週目課題>

あtちか
① デパートで皇rL-ヒカバンを買うつもりです。

お きいふ

② 落とした財布があって，主主，::d~ですね。

③ 主すりをお島ちにならないと，濯ないですよ。

④ 答iEがをわってちょっと註くなったんです。
なか せま

パスの中は狭くなった。もうにお=争えて⑤ 

⑥ とっても謡かで援ぃ7毒液魁ですよ。
めあ げんき

⑦ おいしいものをたくさん召し上がって， 元気になってください。

③ 某註， よく量動なさってますよね。

⑨ 馨えがわかってちょっとうれしくなったんです。

ゃまだ すこ た

⑪ 山田さん，主主主主お食べにならないと。

<3週目課題>

ょ〈じ しんぶんよ

① 食事をしながら韮盟主読まないで下さい。

あせ ふろ

② 汗をかいたので，お風呂に入ったら， さっぱりしました。

③ 2通う簡で1長官が金主エしまった。
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くすり

これは眠るときに飲む呈主です。

すまキCぉーノ
¥

-

'

帥
早
一
で

M
朝
一
と
音

は

な

必

日

き

し
恥
明
大

④ 

⑤ 

訴に目減めてしまった。⑥ 

でんしゃ てもよう

電車の中で手帳をなくしたんです。⑦ 

量益茎主&みすぎると官によくない。③ 

法文の詮量百に語論をプレゼントしました。

わ1¥:1.. もい はこ

私がもらったのは小さい箱です。

@ 

⑮ 

.資料6:調査2で使用した単語音読課題

戸に出して読んで下さい。問題.下の単語を順番に，

ゆびわ

4.指輪が3.お第とが2.争議が
あに

1.兄が

しんぶん

8.新聞が
あね

7.姉が6.荷かが
おうと
夫が5. 

せんしゅう

12. 先週が

16. い採とが

しごと

11.仕事が
ぴょういん

15. 病院が

くすり

旦ι去孟i
なのか

9.七日が

みせ

13.庖が
iまか ひと

14.他の人が

20. 量が
占
守
?
肖
町

.4哨HμH目

、.，‘、j
 

仙関国

一
t
 

n同
v

一

噌

i

一

ともだち

18.友達が外出が17. 
かいしゃ

24.会社がた一つ一か
一
だ

よ
一
出
来

つ
u-

門

i

n
L
-
n
L
 

すいみんやく

22.睡眠薬が
はいたつ

配達が21. 
ねむ

28.眠る26.近かった

30.表くなった、V

ノ
¥
-
P
A
F

〈

-

，

y

官
エ
れ

出
盟
と
取

に

d
-
n
v

円

L
-
n
L

ま
目
川
4
-

・
』
「
目

v=:
 

n
L
-
qu-

31.借りられない
ふ

36.増えて
ぉ

34.置いて33.31っ毒した

先一
39. なかった38. 

とお
37.遠くなった

な一れ一
出倒一円。-

A
古一

いそ

42.急いでいる41.生まれて

注)課題文と重複する単語に下線を付した。

72 

あたら

45. 新しくなる



-資料7-1 学習者の気付きコメント集(対面時)

'時期 |内容 I FB I修正

別!::~---J-~貸手切笠開設φ刃明快開閉民明日?県竺主空士長~iiJo 一一一一一一一一一---・E・-一一一一一一一一一一一一一一---J----~----J---9-­
W1-17 !部分的に「あ.ここ指摘されたな」と思い出せる。モデル音は「多分こうかなー』と思って読んだ。

(短)r倒れないようにJ.r片付けましょうJ.違う言葉だけど命令形とかそういうちょっとニュアンス?似てるような言い方.気持ち
Wl-17 1. 
が入っているかと思って。

Wl-17 !(短)J置かせてもらえませんかJrかまいませんかJは似ていると思って同じように読んだ。
~-・ーー・・・.;.----ー---

Wト日指摘される前は『ごー.ろく.し、ちjと言ってた。印された後でテJプについて直したので.rここはこうだなー』と思って読んだ。 -r-有 r--o 
学 IW2-4 1 (自分の録音を聞いて)発音がぜんぜんできてない。「こどもjとか違和感がある。

翼I""---------r;ャドーインゲしている返き止違うふじ手かった示自#の録告を間福違長感じるo(自らでシLドーインヂしてい長き!と自
111主 1W2-4 1 
U I -分の声を聞いていないのかもしれない。)

W2-4 Iテープをきいているときに自分では感じて(聞き取って)いないかもしれない。

W2-4 I聞き取りの技術も関係があるんじゃないか。

9 
卜一
10 

12 

13 

1 

2 

3
一
4

一5
…
6

Wl-17 ! 75%はモデル音を思い出して.25%は指摘されたところはこう読むはずだと思って読んだ。

Wl-17 !<短)短文は，本文と同じようなところ(たとえば『なのでJ)は思い出して読んだ。

W1-17 1ところどころ思い出せますよね。結構大体聞こえてる。大体思い出せる。

.恒三!_?.JJ穿11巳T烹f=竺竺空白!空?堅実-fり烹烹t=.?長女呈'*実素t=.?主主ー・---------ー
7 

8 

-・4・・・・司------

14 I 崎空?::!---L~~.杢~~!r空今空宇I'J杢雪空?史容~~-~?雪;<æ雰~~-~雪空空~:::_~7_"-______一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一..._------一一一一一一一一一一l一芳一一
読みながらテープを思い出す部分は「狭くなったJorせ曇<.じゃないJテープとの遣いに気付けたので.短文音読でも注意してい I0 

15 1 1 W2-7 I 
る。

16 W2-7 I rとっても~なんですよjも覚えている。 O 

17 ! ! W2-7 !大体.70から80%は思い出せるが記憶が正しいかどうか疑問。

18 I I W2-7 I自信がないところは「なかなかJrすいません』の言い方。まねできない。

19 I I W2-7 I長い文の中ほどは，あまりあがったり下がったりさせないようにしている。

さ~U副長?:]:~点在五1言語記長記J(1)五五i!~"'.長雨量5長再出記長;þfJ\ぷ一-------------ー・・・・・・-ー-::::-...，.ーーーーー二二二---]二瓦一J
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21 

22 

23 

d 
ナ

24 I習

…1吉
25 

26 

.所企庁J一号室存在空豆雪江型再三包切?).155管史竺雪ぎ1草月号.C!::{， ¥空季第芳賀三三一ー一一---一一---一_..--ー一一一--ー一一一-・・・ーーー・ーー一一一一一一ーー一---1.-_芳一一一--ーー
(短)J今度のアパートは新しいし，会社にも近いんですよ』は自分のテープ音を聞いたときには違うなというのがあったので.ここ

W2-17 I 
はあんまり自信がない。

ー用字ご~-?-J:~穿i理種空!井芳旦空芳三主{，\努10
短文は練習していないので，読むときにアクセントとかニュアンスとかあまりわからない。黙読のときはシャドーインゲ謀題を思い

W2-17 I 
出していた。

W~~~-~-r;;:二長石毛長半民示ぷ示忘必幸福K4LZ~o
W3-4 I文が長くてついていけない。テープだけ聞くときはゆっくりしゃべってると感じるけど.後についていこうとするとあわててしまう。

27 I I W3-4 I会話1fわー』のマネが難しかった。すごい気になる。その通りにできないから。

聞いているときに文の中で.例えば物質がはいった薬とか実はそういっているのに.助詞を間違ったりする。代わりに何かを入
28 

29 

A
U
一

I
A
一
円
品
一
円
。
一

A吐
一
戸
L
D
-
p
o

q
d
F
n
d
-
q
u
-
n
d
引っ
d
-
q
u
一
円
。

W3-4 
れていってしまう。自分でテープだけ聞くと『あ.ちがうなーJと思う。長い文中の助詞は気にできない。

rもっとまえだよ』は「孟え』だと気付いたが， 習慣的になってしまってシャドーインゲしてるときも間違えてしまう。ちょっと意識し t 有
W3-4 
たけどシャドーインゲの時は頭が回らない。

W3-7 I rめがさめるJのrさめる」はよくわからなかった。 I有

W3-7 I rすいみんやく』は「みJで下がると思う。 I有

W3-17 I全く覚えていないので思い出せない。短い文は思い出せるが長い文は無理。

W3-17 I r睡眠薬」をFBされたことは覚えているがどう読めばいいか分からない。
4 ・・ー--1・a・・・・・・・・・1-----------

~?~~.?.JJ単2堕暫読今上げの「狭月なった/倒れな竺Jは覚完てり空。自分でち空全と認識で雪上た声空)t=.fJ\ら。

W'3-17 1<感)テレビを見ながらこれからシャドーイングをしてみようと思う。言葉だけじゃなく発音にも注意が向くようになった。

開ゴ.?L暫時?主り境作社!空白日明:::{，¥?主(明?明男性初込奪三主A
託 '--~~~~.?-L~~.，唱が停1rEtJ11Ef主性別?さ?lヨり雪17F止雪!空業主主日空UT---一一一----------一一一一一一一一--------一一一一一一一一一一一一一一一 j一一芳一一一一一一
38 I学 |Wト17I X誼)(自分の)散歩の「ぽ』が少し長いと感じて(つまづいた)。
竺l富山手ヨJ争責!特別句作例竺明焦点
40 I E I W2-4 Iモデル音と違うのは『しずか』。自分は高くなっているが，テープは『よかった』のほうが高いはずだけど.自分は逆になっている。

~-{.1 rιJη-tt*<長己主主記長~~:~::~::::::~:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~::::::::::::::~:::::~:::::::~:~::::::~::::::::~::::::::::::~:::::::::::::~:::r::主二二二
42 W2-4 I rよかったJは下がり目が違う。でもテープと一緒(シャドー)だとできなくなる。
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五「寸-w2~~--1一白石戸主主i己主記長五託証ほし'~iJt. 忌長瓦.(~宣言iJ\ぷ五五iaLi;
44 I I W2-7 Iテープを頭の中で再生している。シャドー中の自分の声を思い出したが.今回はテープの音だけ考えた。

45 I I W2-7 I自分とテープの遣いは感じられるが実現できない。

46 I I W2-7 I聞き取れないのか，実現できないから聞き取れないと感じるのか，自分では分からない。

47 1 1 W2-7 1最初の音読と閉じ発音をしているように思う。

48 

49 

50 

トーーー

51 

W2-7 1自信のない部分がある

W2-17 Iモデル音まだ覚えているけど正しくいえたかどうかわからない。90%は覚えてる。

不安なι防悶ろ引IはまF叩たとこ山つ山
W2-寸171
『よく外出-Jr召し上がって-J

『なくしたんだってJ違うのは分かるけど直せない。自分はずっと下がってるように言ってる(かな).テープの声はそんなに下がっ
W3-4 
てないかな.なんかちょっと違う。

有

52 
--w;~~--rr~言語五五五iiii;時!~C!::さJ=&告示ぶぷに 13'会語手記五日i云二元主~?忌-ふる;....，EEEE------・・・ー司・・圃幽・・・・・・・・・・ーー ----------r--者一一ー

53 W3-7 
ふ{単)頭の中lこ.一応考えてるんだけど，どういうふうに発音されているか思い出せない。(←助調印勺を全部下げたのはなぜか

という質問)

54 I I W3-17 I本文は覚えている。

155 1 1 wト71音への注意が薄くなった
56 I I W2-7 Iモデル音は大体覚えている

57 I I W2-7 I r先週」は自分の発音とテープが異なっていることに気付いた。
58 I I W2-17 Iちょっと覚えている。
三J 言 IW2~17-rr去手伝説両日記長五訓告ゐi己LtLir--一一一一一一一一一一一…………….一一………….一一一…一….一一一一.一一一-一一-一-

『¥l_?¥6使叫骨ιιJf L~~:股竺W3-雪:-1リ.一…-..J一--L~
6引11 1 W3一斗7 1 FBされた『たのしい夢』のアクセントは聞き取れなかつた。 I有

62 I I W3-7 I今週の課題はまだテープの音を覚えていない。

63 I I W3-17 Iあまり覚えていない

64 I I W3-17 1<感〕シャドーインゲの練習をしているときはよくなったような気がするが.終わったら元に戻ってしまうと思う。
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-資料7-2:学習者の気付きコメント集(記録用紙)

'時期 |内容 FB I修正

ー…
2

…3
一
4

…5

W1-1 I会話のスピードに追いつくのに精一杯で.特に長い文は難しかったです。

W1-2 I昨日より少し余裕ができました。

W1-3 Iところどころ，会話の内容を覚えたので，テープと同時に言っていることに気づきました。
..-------ーー----------十・------・・・十ー-

W1-5 I聞きながらまねするシャドーインゲのやり方がわかったような気がします。

__~!::~___L~_ftφ.雪雪り用費型1舎L侵害:it企空<.塑雪り存主玉県竺!害LJ.坐L曹秀.害:士宅一-ー

?..Jき lりご~_..J芳.顎普貫常竺!者雪月?用EfEqF5.15空会今:(，，実;空<l，杢73.1TF塑竺1:.空今生勺主J空ELE--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…l一一貫一←・
.!..J暑 L~?::?__J芳三万三?(""C雪洋空:主望f:.堕分り秀貴I三月予算空性たりL害:ι(里~O):雪景樫票!EA?Er--モ]一一一一一-
8 I D I W2-3 I自分のシャドーインゲ録音を聞いて.テープとの遣いがわかった。
9 I I W2-5 Iだんだん詰まらずにいえるようになってきました。会話内容が大体記憶できたのも原因では.と思います。

10 I I W2-6 I自分の発音に邪麗されないように.テープの音だけに集中するよう努力しました。

11 I I W3-1 I・テープの会話の一部が長くて.ついていけないことがあります。.

12 I I W3-2 Iところどころ.助詞がはっきり聞き取れないので.ちゃんといえないときがあります。

13 I I W3-5 I FBされたところは.テープを聞くときに注意して.意識的に直そうとします。

14 I I W1-1 I下がり目と音の高さを把握したいが.長いところが言いにくい。

15 I I W1-2 I自分が出来ないところの発音を確認してシャドーイングをした。

16 I I W1-2 I自分の発音がテープと微妙に違うとついていけなくなると思う。

!ロ日1どど]喜l 用切吐1-三ヨ芝玄空2仁口し--Jι-J一.唄?
1凶~.JE L~!ト聞::~__J イヤホンを片耳にして自分の発音のへンなところを確認した。
19 vりさ_JL?里民容.哩堕-.J害方??FTh4F3P;TJ」位'?主':'~I空曾型空会方竺rF空<L)空各j与存実性(， ，t.:空手~t=?な今，--C:(，，空五'0ー

-・ー
20 I I W1-3 I r-られる』が時々上手くいえない。速さになれてきたのに時々蹟〈。

21 I I W1-4 I単音のリズムに注意を払って練習した。後半はついていけるようになった。アクセントはまだ解決できないまま。
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22 

n
d
-
a
a
z
 

2
-
2
 
25 

FBされたように自分の声で練習することにした。でもアクセントの問題が解決できたかどうか分からない。テープとどう違うのか
W1-4 
聞こえなくて情けない。

W1-7 I聴き取ったまま発音していないのか.できないのか.本当に聴き取っていないから発音できないのかが分からない。

W1-7 I FBがないと何がE解なのか判断しにくい。『日本語向けの耳jも必要なのではないかと思う。

W2-1 
前はスピードを気にしてあせっていたが.r一拍ズレ』を念頭に練習したら.テープと自分の発音が並んでいるように聞こえた。イ
ントネーションもなんとなく把握できた。でも女性の部分は苦手。

26 I I W2-2 I高さに注目して練習したが.下がり自の聞き取りが難しい。低→高.より高→低が難しい。

27 I学 IW2-3 I rカロリーJ(ラ行音)が言えてうれしかった。今回のアクセントは前回のより難しい。

?i] 喜 l用?~~~~[哩開票明野県，"'((，¥t:部分照明巳t=.立ちの効性殺LE1?計算，{;j"(，¥'で¥t;;.IJ¥主主顎伎啓三色.
29 I E I W2-4 I高低感覚がない。強いと感じる音を高い音と認識してもいいのだろうか。
30 I I W2-4 I自分のシャドーイング録音を聞いて違いが分かつたと思ったが，練習のとき，上手く発音できなかった。
t
i
一

q白
一

q
d

n
d
h
n
d
u

円。

W2-5 I FBされた「会社にも.前の.お痩せに，カロリーが，よく外出.おいしいもの』の正しい発音が聞き取れない。 I有

所長?___L~~J務仏主今雪た.世烹三空?主JI:空1聖雪'1&.空主日空き里?竺t主子会1各空(，\0 ー--・・・・・・・-------司--ー・・・・・・・・・-ーーーーーーー--ー・・ー司一一-ー・・・--ー・・ーー-ー・圃L__芳一-1___9____
W2-6 I rお痩せにJrよく外出Jはやっと聞き取れたと思う。 I有

35 

34 I I W2-7 I先週の課題より短いけど難しかった。練習の成果があまりないぬで残念。

O W3-1 Iテープを最初に聴いたとき，自分が間違って発音していたところに気付いた。 (r山田さん」のイントネ)

36 I I W3-2 I長い文は舌が回らない。『眠れるJr.....ときJr夢Jが言いにくい。

37 I I W3-2 Iいくつかの語藁のアクセントが聞き取れた。

38 I I W3-3 I直ったところがまた変になったりしていた。イヤホンを片耳にして練習すべき部分を確認した。

39 

40 

W3-4 
FBされたところをよく聞いたけど.自分の聴き取った発音が正しいかどうか，自分で分からない。だから修正できたかどうか分か

らない。

間違ってしまうところをいろいろな発音の仕方で試してみて.どれがテープと近いのか考えた。一番似ていると思える発音で練習

した。
W3-5 

41 I I W3-6 I昨日と閉じ方法で練習。間違っていたのが正しい発音に近づいているように感じてうれしい。

42 I I W3-7 I今日は普通に練習した。正しいかどうかわからないが，自分の思っているように発音できたと思う。

43 I I W1-1 I後の内容が気になって.内容に注意するようになって，発音とかに全然気をつけなかった。
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-----，--，-----------;---
. 発音やアクセントに気をつけて試した結果，始・めは聞いた内容を忘れてしまって詰まったりしました。 (rどこかにおかせてもらえ

44 I I W1-2 J 
学 ませんかJ.など)

45 I習 IW1-2 I聞けなかった部分は自分の言葉で補ったりしました。 (r七日は水曜日ですよねjなど。)
~ .. I一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一.--------一一一一一一一一一------一一一一一--i-------・E・-十一一一-
46 I者 IW1-2 I rいそいで』はすごく注意を払ったのでちょっとは良くなったと感じました。
47 I F I W1-3 I内容は殆ど覚えたので.テープとほぼ一緒に進めるようになった。
自

6

山口ヨ一
n
U
日

'
i
吋

q
A
〕

q
d
吋

凋

せ

吋

F
O

一
P
O
}
ウ
'

4
F
4ん

5
u
5恥

5
一
5
一
5
一
5
一
S
一
5

58 

同月V1ご空..J一孝君(::~l雪玄室号さ雪!三空?長男1<. '哩管ifiJj-tJ'Tて亡す.全堕$tり秀芳男容主空!淳狩1¥:坦事.L!55K1支"9ー----
W1-4 I少しずつ自分の発音とテープの発音の違いがわかるようになった。

W1-5 I内容を全部覚えてしまって.注意力がだんだん薄くなっていることに気付いた。
W2-1 I出来るだけ発音だけ聞いて，内容は覚えないように心がけてみました。

W2-2 I少しずつ自分の発音とテープの発音が違うことに気付けるようになりました。
W2-2 Iでもテープの発音どおりにならなくてこまりました。 (rこの病院の食事....Jrとってもカロリーが.....Jなど。)

型?_:~--~--~.慢性持主雪白砂岐埋骨.恒三江路?全要点。!秀男哩纏慣習L主予算段竺気持?均三一一一一一---------------一一一一一一------~-一貫 t 
W2-5 Iテープとの違いは感じられるが直すのが難しい。(特lこ『もう少しお痩せ!こ.....Jのところ)

.用?:!___L~W!り'7J~三+'J(史書J白書閉1~;tt::1引T烹;tJ全閉E写会旦L;T:;j里雪Ll.，主五?金三一
ー一十一 --・ーー

-ー十'

O W3ご~---~--~:?主今1L????り'"((，¥It竺害三(芥:?t::樫.r序竺空!三骨骨男尊哲三I望空暫!51q空竺L月号玉虫12UTI-1け月号(，¥三
『落ち込んで.....Jr寝る時~起きる時」の自分のアクセントがちょっとおかしいと思うけど.何が違うか分からない。【2週目くらいか

W3-6 I 
ら感じ始めたこと。】

O 

竺~ I--~~::~---~・ r野山り!釘!空rt:子」空烹!吸φItJ<易及今切竺今)tJ'LJ空埜台三一一一一一一一一一一一一一一一.一一一…司一一一-一一一….一一.一一司一'一一一一司一一一一-一一.一一-一-一一一一-一一一….一一.一一.一.一一…….一一…….一….一一.一--一一…….一一….一一.一………'一….一一.一-一………'一…-一一一…-一一一….一一副一一.一.一……….一…---l一.
6印oI I W3-斗7Iアクセントはまだ問題がありますが.大体ついていけるようになりました。
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.資料8:単語音読・課題音読の正用数

課
題

O 
3 

課
題

O 
2 

謀
題

O 
1 

課
題

O 
な

し

単語03 単語02

D邪魔が(1) 同関係が@l D朝早<(3)

Dこまる(1) D畳が(3) F生まれて(2)

D立てて(1) E先週が(2) F先週が(2)

D先週が(2) E会社が(2) F病院が(2)

D病院が(2) E何かが(3) 同関係が@l

D会社が(2) E朝早く(3) E量が(3)

D指輪が(3) E増えて(3) E睡眠が(3)

D新聞が(3) 同関係が@l

D薬が(3) 時丘かった(2)1

E急いでいる(1) F会社が(2) W狭くなった(2)

E立てて(1) Fよかった(2) E引っ越した(2)

刷出が~ F狭くなった(2) F引っ越した(2)

Eよかった(2) F何かが(3) F減る(3)

E減る(3) F新聞が(3)

Fごik.{}(l)

D何かが(3) tfh't tてm E邪魔が(1) 

D七日が(1) F目が覚める(3) F朝早く(3)

F!i5!.Jf(1 ) G他の人が(1) 

G量が(3)

D引っ越した(2) F薬が(3) D倒れない(1) G何かが(3)

Dなくして(3) F量が(3) Dよかった(2) G立てて(1) 

E倒れない(1) Fなくして(3) F!/II!fl!.Jf(l ) 

E目が覚める(1) Gよ均、った(2) F指輪が(3)

FfO.t t で~t.{} (7) G引っ越した(2) G急いでいる(1) 
注1) 枠囲い表示は，課題文中で品詞や活用が異なることを示す。

注2) 単語末のカッコ内の数値は，何週目の課題文に含まれる単語であるかを示す。

注3) 斜字体は表中の数値に含めなかった学習者Fの不採用データである。
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単語01 単語Oなし
E眠る(3) D庖が(1)

侍丘かった~ D増えて(3)

01外出が~
o[近かった~
同おいてill
時丘かった~
F眠る(3)

G病院が(2)

G減る(3)

D生まれて(2) 同外出が~ 01おいてill G指輪が(3)

D減る(3) Gこまる(1) E七日が(1) 4関係が~
E病院が(2) G倒れない(1) E指輪が(3) G眠る(3)

E生まれて(2) G会社が(2) G邪鹿が(1) 

E新聞が(3) G先週が(2)

GI外出が(2)1

D眠る(3) D目が覚める(3) F.JZでで(7)

Eなくして(3) E他の人が(1) F増えて(3)

E薬が(3) G新聞が(3)

F古B!.Jf(1ノ Gなくして(3)

FIft/:htlt t (7) G睡眠薬が(3)

D急いでいる(1) G目が覚める(3) D他の人が(1) G庖が(1) 

D睡眠薬が(3) E狭くなった(2) 4おいてill
E庖が(1) Fft!J(/)A.!.Jf(l ) G狭くなった(2)

Eこまる(1) F睡眠薬が(3) G生まれて(2)

G増えて(3) G七目的1) G朝早く(3) 」



-資料9:シャドーイング時の言い直し(学習者D)

〔課題音読①〕
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600 
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840 

300 

280 
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これ いつできますか ちよといそいでいるんですけど
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これいつできますか ちよといそいいそい でし1るんですけど

〔課題音読②〕
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これ いつできますか ちょっといそいでるんですけど
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